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開 会（午前１０時００分） 

開   議 

議長（酒元法子） 

ただいまから、令和３年第６回能登町議会９月定例会議を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は、１４人で定足数に達しておりますので、これから

本日の会議を開きます。 

なお、本定例会議の会議期間は、会議日程表のとおり本日から９月１７日ま

でといたします。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

あらかじめ、本日の会議時間を延長しておきます。 

会議録署名議員の指名 

議長（酒元法子） 

日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定によって、 

１２番 志幸 松栄 議員、 

１３番 宮田 勝三 議員を 

指名いたします。 

諸般の報告 

議長（酒元法子） 

日程第２、「諸般の報告」を行います。 

 本定例会議に町長より別冊配付のとおり、議案１２件、認定７件が提出され

ております。 

次に、町長から、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する

法律第３５条第８項において準用する、同条第６項の規定により、能登町国民

保護計画の変更について、また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項及び第２２条第１項の規定により、令和２年度決算に基づく能登町

の健全化判断比率及び資金不足比率についての報告があり、報告第１６号、１

７号として、お手元に配付いたしましたので、ご了承願います。 

 次に、監査委員から、令和２年度決算審査報告書、また令和３年５月、６月、

７月分の例月出納検査の結果についての報告があり、その写しもお手元に配付
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いたしましたので、ご了承願います。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、本定例会議の説明員として出席

を求めた者の職、氏名は、お手元に配付しましたので、ご了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

議案上程 

 

議長（酒元法子） 

 日程第３、議案第５７号「令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）」か

ら、日程第２１、認定第７号「令和２年度能登町病院事業会計決算の認定につ

いて」までの１９件を一括議題といたします。 

 

提案理由の説明 

 

議長（酒元法子） 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日の令和３年第６回能登町議会９月定例会議の開会に当たりまして、提案

いたしております議案の提案理由をご説明する前に、一言ご挨拶を申し上げた

いと思います。 

 まず、７月に続きまして、８月中旬の西日本から東日本に停滞した前線に伴

う大雨によりまして、九州北部や中国地方、そして中部地方など広い範囲に土

砂災害や河川の氾濫による極めて甚大な被害が発生をいたしました。貴い命を

落とされた方々とご遺族に心からお悔やみを申し上げますとともに、被災され

ました方々に謹んでお見舞いを申し上げます。被災地の復旧が一日も早く進む

ことを願っております。 

 また、奥能登を震源地とする地震が頻発しております。これまでに地震によ

る被害は確認はされておりませんけれども、不安に思われる町民の皆様も多い

のではないかというふうに思います。 

 そこで町では、大規模災害時での町民の皆様の安全を確保し、そして防災力

の向上を図ることを目的に、１０月３日でございますけれども松波地区を会場

として、大雨による洪水と土砂災害を想定した総合防災訓練を実施する予定と

しております。 
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 新型コロナウイルス感染防止のため、規模を縮小しての実施となりますけれ

ども、災害時を想定した着実な訓練を行うこととしておりますので、実施の際

には、議員の皆様をはじめ、町民の皆様にもご協力をいただきますようお願い

を申し上げます。 

 さて、全国的にほぼ全ての地域で新型コロナウイルス感染者数が急速に増加

をしておりまして、これまでに経験したことのない感染状況となっております。 

 この感染拡大の影響によりまして、保健所や医療提供体制が厳しい状況にあ

ることから、緊急事態宣言が２１の都道府県に、そして、まん延防止等重点措

置が石川県を含め１２県に９月12日まで適用されておるところでございます。 

 そして、コロナウイルスの感染力が強いウイルスに置き換わりが進んでおり

まして、一層の警戒を強めていく必要がございます。 

 なお、当町のワクチン接種の状況でございますけれども、希望された方の接

種を９月末で完了する見込みとなってございます。 

 町民の皆様には、この全国的な危機的状況をご理解いただきまして、気を緩

めることなく、新しい生活様式を徹底するほか、感染の拡大地域との不要不急

の往来を控えるなど、家庭内にウイルスを持ち込まないようにお願いするもの

でございます。 

 さて、８月２４日に東京２０２０パラリンピックが開催いたしまして、昨日、

全日程を終え、閉会をいたしております。コロナ禍での大会ではありましたけ

れども、出場選手の姿に感動と勇気をいただきました。今後も、選手の皆さん

のさらなる御活躍を願っております。 

 また、去る８月２７日には、能登町子ども議会を開催いたしまして、１３名

の子ども議員の方々に参加をしていただきました。中学生ならではの視点で、

能登の自然を生かした交流人口の増加策、コロナ禍での観光業の影響と対策、

街灯・防犯カメラの設置による防犯・防災対策、そして少子化対策など、多く

のご提案や質問をいただきまして、町の未来を担う子供たちの貴重な意見を聞

くことができました。 

 中学生の皆さんには、議会の仕組みを知るとともに、これを機会に、町政に

興味や関心を持ってもらいたいと願いますし、この子ども議会を通して、子供

たちが住んでよかった、そして、自分たちの町にしっかりと愛着を持っていた

だけるよう、まちづくりを進めていかなければならないというふうに思いまし

た。 

 また、９月に入りまして秋の風を感じる季節となっておりますけれども、キ

ノコ採りなどで山に入る機会が増えるというふうに思います。６月より町内で

ツキノワグマの目撃情報が複数報告されております。熊は、これから冬眠する

準備をするために、活発に動き回る時期でもありますので、山に入る際には、
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鈴やラジオなど自分の存在を知らせるものを携帯するほか、目撃情報のある地

域では、早朝や日没前後の熊の行動が活発な時間帯の外出を控えるなど、熊と

遭遇しない行動をお願いするものでございます。 

 なお、先月ですけれども、熊に関する注意喚起のチラシを全戸に配布させて

いただいております。引き続き告知放送やホームページを活用して情報の提供

を行ってまいりますので、議員の皆様におかれましても、ご協力のほどよろし

くお願いをいたします。 

 それでは、本日提案をいたしました議案１２件、認定７件につきまして、そ

の大要をご説明いたします。 

 議案第５７号から第５９号までは、一般会計及び特別会計の補正でございま

して、今回の主な内容は、姫漁港背後ののり面対策工事の追加、そして、ほっ

と石川観光プラン推進ファンドの貸付金や公共施設等総合管理基金積立金の追

加などを行ったものであります。 

 初めに、議案第５７号「令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）」は、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億４，７００万３，０００円を追加し、予

算の総額を１４９億９，１１７万２，０００円とするものでございます。 

 歳出からご説明をいたします。 

 第２款「総務費」は、９，９１６万円の追加であります。 

 第１項「総務管理費」、第１目「一般管理費」は、地方公務員の定年延長に係

る例規の整備に伴う委託料の追加です。 

 第５目「財産管理費」は、姫漁港背後ののり面対策工事費の追加です。 

 第６目「基金管理費」は、令和２年度の繰越金を財源として、公共施設等総

合管理基金への積立金の追加です。 

 第１４目「交通対策費」は、バス停修繕費の追加のほか、予約制乗合タクシ

ー運行費において、宇出津総合病院発のおかえり便の増便に伴い補助金の追加

でございます。 

 第１５目「電子自治体推進費」は、コロナ禍における職員のテレワーク環境

整備のため、宅内工事費の追加です。 

 第１６目「有線放送費」は、有線放送施設の支障移設工事費の追加です。 

 次に、第３款「民生費」は、１，８９５万７，０００円の追加であります。 

 第１項「社会福祉費」、第４目「老人福祉費」では、デイサービスセンターの

指定管理料の追加です。 

 第５目「介護保険費」、第６目「国民健康保険費」は、特別会計への繰出金の

追加です。 

 第２項「児童福祉費」、第１目「児童福祉総務費」は、学童保育事業において、

本年４月から放課後児童クラブ「小木こども園すみれ組」が開設されたことに

5



伴いまして委託料の追加。また、放課後児童クラブの新型コロナウイルス感染

症対策に係る国庫補助事業の追加及び保護者との情報共有や相談支援等をオン

ラインで行うＩＣＴ化推進事業費を新たに追加しました。 

 また、私立認定こども園費においては、新型コロナウイルス感染症対策に係

る国庫補助事業費を新たに追加しました。 

 第３目「児童福祉施設費」は、こどもみらいセンターの遊具の経年劣化が見

られることから、有資格者による点検業務を新たに追加しました。 

 第４款「衛生費」は、新焼却処理施設整備事業において起債対象事業費の増

に伴い財源の調整を行いました。 

 第６款「農林水産業費」は、１，２７１万７，０００円の追加であります。 

 第１項「農業費」、第２目「農業総務費」は、農業総務事務費において会計年

度任用職員に係る所要経費の追加です。 

 農業施設管理費においては、鮭尾地区営農飲雑用水施設の設備修繕工事費の

追加です。 

 第３目「農業振興費」は、中山間地域等直接支払事業に係る実績見込みによ

る交付金の追加です。 

 第４目「畜産業費」は、能登牛ＰＲ振興事業といたしまして、新たに町内の

保育所と小中学校の給食に能登牛を提供することにより、能登牛のＰＲや消費

拡大を図りたいというふうに考えております。 

 第２項「林業費」、第２目「林業振興費」は、林道維持管理費において土砂や

倒木撤去に係る機械借上料の追加と、林道往古線災害復旧工事における補助対

象外の工事費の追加でございます。 

 また、林道整備事業では、林業専用道樽子山線の国庫内示に伴い事業費を減

額しております。 

 荒廃地復旧事業では、五十里地内の人家裏山の崩壊対策に緊急自然災害防止

対策事業を活用いたしたく、計画策定に係る必要な測量業務費の追加でござい

ます。 

 第７款「商工費」は、１億１，０００万円の追加であります。 

 第１項「商工費」、第３目「観光費」において、ほっと石川観光プラン推進フ

ァンドの期間延長に伴いまして、前回と同額の貸付金を計上いたしました。 

 第８款「土木費」は、１４３万１，０００円の追加であります。 

 第２項「道路橋りょう費」、第２目「道路橋りょう維持費」は、災害時におい

て物資の輸送拠点となる道の駅「桜峠」の防災機能を強化するために、防災倉

庫の整備費と備蓄する消耗品や備品購入費を追加しました。 

 第９款「消防費」は、３００万３,０００円の追加であります。 

 第１項「消防費」、第３目「消防施設費」において、松波分団の詰所を旧内浦
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庁舎跡地に整備をするため、旧内浦庁舎の解体に係る実施設計費とアスベスト

調査費を新たに追加しました。 

 第１０款「教育費」は、１７３万５,０００円の追加であります。 

 第１項「教育総務費」、第２目「事務局費」は、平成２２年度に策定をいたし

ております能登町小中学校適正配置基本方針の改定に伴いまして、検討委員会

に係る所要経費を新たに追加しました。 

 第４項「社会教育費」、第３目「公民館費」は、高倉公民館の浄化槽入替えに

係る所要の経費の追加です。 

 以上、２億４，７００万３,０００円の財源といたしまして、歳入に、第１４

款「国庫支出金」、第１５款「県支出金」、第１９款「繰越金」、第２０款「諸収

入」、第２１款「町債」を追加いたしまして、第１８款「繰入金」の減額により

収支の均衡を図りましたので、よろしくお願いをいたします。 

 次に、議案第５８号「令和３年度能登町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）」は、保険事業勘定に２１０万１,０００円を追加し、予算の総額を２２

億６，３４３万円とするものでございます。 

 その内容は、実績見込みによる出産育児一時金の追加です。 

 歳入において繰越金を追加し、繰入金の減額により収支の均衡を図りました

ので、よろしくお願いをいたします。 

 次に、議案第５９号「令和３年度能登町介護保険特別会計補正予算（第１号）」

は、４，６１８万８,０００円を追加し、予算の総額を２８億２，９４４万３，

０００円とするものでございます。 

 その内容は、制度改正に伴うシステム改修費の追加、介護給付費準備基金積

立金の追加、そして令和２年度介護給付費等の精算に伴う国庫支出金等の追加

です。 

 歳入で、「繰入金」と「繰越金」の追加によって収支の均衡を図りましたので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、議案第６０号「職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例について」は、新型コロナウイルスによる施設の防疫作業を緊急的に職員が

行った際の手当を定めるほか、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第６１号「能登町移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の

一部を改正する条例について」は、「過疎地域自立促進特別措置法」が廃止され

まして、新たに「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」が制定さ

れたことに伴いまして、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第６２号「能登町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法の適用に伴う固定資産税の課税の特例に関する条例の制定について」は、過

疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法を適用した固定資産税の課税免
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除等を定めるため、制定をするものであります。 

 次に、議案第６３号「能登町税条例の一部を改正する条例について」は、地

方税法等の一部改正に伴いまして、個人町民税の非課税の範囲及び寄附金税額

控除等について所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第６４号「能登町廃棄物処理施設条例の一部を改正する条例につ

いて」は、内浦クリーンセンターの解体の完了に伴いまして改正を行うもので

あります。 

 次に、議案第６５号「能登町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」は、「特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の

運営に関する基準」及び「子ども・子育て支援法施行規則」の改正によりまし

て、保育所等の手続に関して、書面等によることが規定されているものについ

て、電磁的方法による対応も可能とする旨の規定条項を整理統合するため、所

要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第６６号「能登町立小・中学校教育環境づくり検討委員会設置条

例の制定について」は、平成２２年度に策定をいたしております小中学校適正

配置基本方針の改定に向けて、教育委員会の附属機関として「能登町立小・中

学校教育環境づくり検討委員会」の設置をするために制定をするものでござい

ます。 

 次に、議案第６７号「請負契約の締結について」は、令和３年度旧鵜川小学

校解体工事におきまして、去る８月２５日、制限付一般競争入札（事後審査型）

を行いましたところ、８，７４５万円で、能登町字鵜川の須美矢建設株式会社

が落札をいたしましたので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定によりま

して、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第６８号「能登町過疎地域持続的発展計画の策定について」は、

石川県過疎地域持続的発展方針に基づきまして、令和３年度から令和７年度ま

での５年間を期間とした能登町過疎地域持続的発展計画の策定に当たり、「過疎

地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」第８条第１項の規定により、議

会の議決を求めるものであります。 

 次に、認定第１号「令和２年度能登町一般会計歳入歳出決算の認定について」

から認定第７号「令和２年度能登町病院事業会計決算の認定について」までの

７件でございますけれども、令和２年度の一般会計及び国民健康保険特別会計、

後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計の３特別会計の歳入歳出決算並び

に水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計の３企業会計の決算につきま

して、地方自治法第２３３条第３項並びに地方公営企業法第３０条第４項の規

定に基づきまして、監査委員の意見を付して議会の認定をいただくものでござ
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います。 

 なお、令和２年度の決算状況につきましては、別冊に配付の令和２年度主要

施策の成果説明書の中でも決算額の概要について明記をしておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

 以上、本会議に提出をいたしました議案等につきまして、その大要をご説明

いたしましたが、議員の皆様におかれましては、慎重なるご審議をいただき、

適切なるご決議を賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさ

せていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 

質   疑 

 

議長（酒元法子） 

 日程第３、議案第５７号から、日程第２１、認定第７号までの１９件につい

ての質疑を行います。 

 質疑は大綱的な内容でお願いいたします。 

 質疑はありませんか。 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 補正予算でお願いいたします。 

 資料ナンバー３、補正予算書１４ページ。 

 ７款商工費、１項商工費、３目観光費、この中で１億２，０００万円の補正

がされております。先ほど町長からも説明ありましたけれども、石川県とのタ

イアップの事業かなというふうに思いますが、個人の貸付けではありませんよ

ね。県とのタイアップの事業だというふうに思っておりますけれども、これに

ついて少し説明していただきたいのと、町にとってこの貸付け、どういったメ

リットがあるのかということを説明いただきたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 田代ふるさと振興課長。 

 

ふるさと振興課長（田代信夫） 
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 観光振興対策事業で、ほっと石川観光プラン推進ファンド、２０節の貸付金

で、石川県の石川県観光連盟に貸し付けるものであります。１億１，０００万

円。 

 この経緯と経過でありますが、石川県が平成２８年３月に策定をしました、

ほっと石川観光プラン２０１６、計画期間が平成２８年度から令和７年度の１

０年間に、そこに掲げた施策を財源面から後押しするために、平成２８年の９

月に県内の１９市町も協力いたしまして、総額２００億円のほっと石川観光プ

ラン推進ファンドを設置しておりまして、各種の観光施策を実施しております。 

 本年９月に期限を迎えますファンドの運用益を最大限に確保するために、引

き続きプランの残存期間であります５年間を延長し、県と市町が一体となって、

今後来る国民文化祭、あるいは新幹線の県内の全線開通、また大阪・関西万博

等を見据えた観光施策を実施することで、このプランに掲げてある目標があり

ます。令和７年の観光入り込み客数を石川県内で３，０００万人、外国人の宿

泊者数を１００万人の達成を目指すというふうにしたプランであります。 

 ファンドの規模ですが、現在も２００億円を維持しておりますが、その内訳

としまして県が１５０億円、１９市町で５０億円、そのうちの当町では１億１，

０００万円の貸付けとなります。今回、県も市町も同じく、市町ですが本年９

月の補正で対応するものとしております。 

 このファンドの設置期間は、令和３年１０月から令和８年１０月までの５年

間であります。 

 一応、ファンドの経緯、それから規模でありますが、そういうふうなことで

あります。 

 町のメリットというよりも、石川県全下で外国人の誘客も含めて石川県内に

観光誘客数を先ほど言いました３，０００万人を目標にして、いろんなプラン

を立てているということです。重要施策としましては、新たな魅力づくりと満

足度向上による石川ファンの拡大というものが大きくあります。その拡大を図

るための、おもてなしの向上。それから、石川県ならではの魅力の発信。広域

連携による県境を越えて富山県なり岐阜県、福井県とも一緒に周遊観光の促進

をしていきたい。また、海外の誘客の促進も図っていきたい。観光振興を担う

人材の育成も図りたい。最後に、交流基盤の整備と活用。陸上交通、あるいは

航空の路線の活用、クルーズ船の戦略的な誘致。そういった石川県のプランに

基づいて進めておるところであります。 

 運用益の実績でいきますと、大きくは海外誘客対策事業。それから、県内広

域エリアの魅力づくりの対策。これは能登地域、あるいは能登の広域観光、加

賀の広域観光、それから金沢の誘客強化という大きく３つに分かれております。

能登のほうは、ご存じのとおり能登ふるさと博を開催して、ＳＮＳを活用した
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フォトキャンペーン、あるいはスタンプラリー、こういったものを実施してお

ります。昨年度はコロナ禍で中止にしておりますが、能登町での実施、このフ

ァンドで財源を使っておりますのは、あじさい花灯り回廊事業、能登町太鼓連

響宵祭り事業、縄文真脇遺跡・弓張月コンサート事業、酒蔵コンサート事業等

を能登ふるさと博の枠組みの中で能登町の方々が利活用されておるということ

です。それから、国内の誘客戦略につきましては、石川県の旅行商品のプロモ

ーション、あるいは旅行商品のＰＲ、そういったものにも使われております。 

 以上であります。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 これは全県挙げての観光事業ということであります。それと、あと私が所属

しているような団体も、ふるさと博で補助金をいただいているようなので、観

光業にとっては有効な施策なのかなというふうに分かりました。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 ほかにございませんか。 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 今の件に関して、お願いいたします。 

 市町が５０億負担と今説明されましたけれども、市町によって負担額は違う

んですか。 

 それともう一つは、去年と今年、コロナ禍で、あまりそういう観光とかそう

いう事業というのはあまりなかったと思うんですけれども、これは毎年、１億

１,０００万というのは今回、毎年何かそういうお金を協賛するのか。そこのこ

とも一緒に説明ください。 

 

議長（酒元法子） 

 田代ふるさと振興課長。 

 

ふるさと振興課長（田代信夫） 

 昨年はコロナ禍で、実施はしてないことはないですけれども、大幅に対策事
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業費というものは運用されておらないというか少なくなっているのが現状です。

毎年、県下全体で約１億４，０００万ほど運用益を活用されておりますが、昨

年度実績でいくと約７，０００万の実績となっております。 

 これは先ほど冒頭に申しましたように、平成２８年の９月にファンドを設置

したということで、町は２８年の時点に、町も借入れしまして、石川県自治振

興基金の借入れをしまして、それを石川県に貸付けしている。その期間が本年

９月で切れますので、一旦返してもらいます。返してもらったものを同額をま

たその返してもらった翌日に貸付けする。そのための予算の計上であるという

ことで、毎年１億１，０００万じゃなくて、この１億１，０００万は変わらな

いということでございます。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 この金額というのは市町に応じて違ったのかどうかだけ。 

 

議長（酒元法子） 

 田代ふるさと振興課長。 

 

ふるさと振興課長（田代信夫） 

 市町に応じてではありますが、各市町どれぐらいという金額については、今

把握はしておりません。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 それなら、また把握ができましたら、また教えてください。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 ほかにございませんか。 

 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 
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 補正予算の１２ページ、３款民生費、児童福祉総務費の質問です。 

 先ほども町長からも説明がありました。小木で放課後児童クラブを今年の４

月からスタートさせたということでありましたので、児童クラブをつくるとき

に何人おったらつくるとかというのがあると思うので、それを踏まえてスター

トしたと思うんですけれども、４月１日にスタートしたのは何人でスタートし

たのかということと、それから、場所はどこに設置してあるんですか。ちょっ

と教えてもらえますか。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 小木保育園ですけれども、まず施設の定員は２５名で、現状進んでいるのは

登録利用者ですけれども１５名ということで進んでおります。場所は小木保育

園の園舎になっております。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 ２５名定員で、現在１５名からスタートしたということですね。何人になっ

たら駄目とかというのはあるんじゃないですか。少なかったらというのはない

のか。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 すみません。最低の人数というのは、ちょっと私、現在資料を持ち合わせて

おりませんので、また後でご説明したいと思います。 

 

４番（田端雄市） 

 いいんですけど、私言いたいのは、せっかくしたものだから、多少人数が減

ったとしても、しっかり持続できるように持っていってほしいということで質

問しました。また後で調べておいてもらえばいいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 ほかに。 
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 １１番 向峠議員。 

 

１１番（向峠茂人） 

 補正予算書の１３ページですか、３日の全協に、農林水産業費で２目の農業

総務費、農業施設管理費で、３日の全協の説明では、現在、ほ場整備事業が６

地区と聞いています。その６地区の地域名、予算額。 

 課長、早急に分からなければ、後でまた文書で頼む。通告しておけばよかっ

た。 

 

議長（酒元法子） 

 向井農林水産課長。 

 

農林水産課長（向井豊人） 

 すみません。事業費まで今さっと言えないので、しばらくお時間ください。

すみません。 

 

１１番（向峠茂人） 

 事業費までとなれば時間がかかるというのなら、後でまた提示していただけ

れば結構です。 

 それと、６地区ですか、随時工事が完了したら、また申請されている地区が

あったら、それを併せて提示していただければ。よろしいですか。 

 議長、以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 

常任委員会付託 

 

議長（酒元法子） 
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 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第５７号から議案第６８号までの１２件

について、お手元に配付しました議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委

員会に付託したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５７号から議案第６８号までの１２件については、お手元に

配付しました議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託すること

に決定しました。 

 

議長（酒元法子） 

 日程第２２、「決算特別委員会の設置及び委員の選任について」を議題といた

します。 

 

認定第１号から認定第７号 

 

議長（酒元法子） 

 お諮りします。 

 認定第１号「令和２年度能登町一般会計歳入歳出決算の認定について」から、

認定第７号「令和２年度能登町病院事業会計決算の認定について」までの７件

については、能登町議会委員会条例第６条の規定により、６人で構成する決算

特別委員会を設置し、これに付託して、審査することにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号から認定第７号までの７件は、６人の委員で構成する決

算特別委員会を設置し、これに付託して、審査することに決定いたしました。 

 

決算特別委員会の委員の選任 
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議長（酒元法子） 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、委員

会条例第８条第４項の規定によって、議長が指名することにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、決算特別委員会の委員は、議長において指名することに決定いたし

ました。それでは、指名いたします。 

 １番 吉田 義法 議員 

 ２番 堂前 利昭 議員 

 ４番 田端 雄市 議員 

 ５番 金七祐太郎 議員 

 ７番 市濱  等 議員 

 ８番 小路 政敏 議員 

 以上の６人を指名します。 

 お諮りします。 

 以上の６人を、決算特別委員会の委員とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました６人が、決算特別委員会の委員に決定いたし

ました。 

 

休   憩 

 

議長（酒元法子） 

 ここで、しばらく休憩します。 

 休憩中に、全員協議会室で、決算特別委員会を開き、委員長、副委員長の互

選をお願いいたします。 
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 他の議員、執行部は自席にて待機願います。（午前１０時４０分） 

 

再   開 

 

議長（酒元法子） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。（午前１０時５１分再開）  

 田代ふるさと振興課長。 

 

ふるさと振興課長（田代信夫） 

 先ほどの馬場議員のご質問ですが、ファンドの市町の資金の算出は、まずは

均等割が２５％です。それぞれの市町で２５％。全体の２５％。それから人口

割が２５％。それから、その市町の観光入り込み客数、これが５０％。この比

率で、それぞれの市町の資金を、貸付金を決めているということで、よろしい

ですか。 

 

３番（馬場等） 

 ありがとうございます。それは、いつの時点になりますか。 

 

議長（酒元法子） 

 田代ふるさと振興課長。 

 

ふるさと振興課長（田代信夫） 

 これは平成２８年の算出したときの資金内訳になります。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 先ほど田端議員さんからご質問ありました、何人以下なら中止になるかとい

うような基準ですけれども、制度上は１名以上でも、開所日数等、基準を満た

しておれば開所はできます。ただし、その人数に応じて補助金等が当然減額さ

れてきますので、実施されているところが民間ということがありますので、採

算が取れるかということに最後はかかってくるかなというふうに思っておりま

す。 

 

議長（酒元法子） 
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 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 なおさら、しっかり維持していけるように、行政の町のほうからしっかり保

護者にも対応しながら、持っていかれるようにしてください。 

 

議長（酒元法子） 

 よろしいですか。 

 向井農林水産課長。 

 

農林水産課長（向井豊人） 

 農林水産課から、先ほどの向峠さんのご質問にご回答します。 

 現在、ほ場整備は１２地区予定されていまして、２つ区が終了しております。

６地区の内訳でございます。まず１つ目が天坂、久田地区です。全体事業費が

８億８,０００万。２つ目に柳田中央第２というところで、重年上谷地区です。

事業費が４億９，０００万。それから、瑞穂地区です。これは西安寺、院内町、

八ノ田で、事業費は６億５，７００万です。それから４つ目が大箱地区です。

事業費は１億５，０００万。５つ目が十郎原です。これは事業費が３億１，７

００万。６つ目が瑞穂第２ということで、木住、三田地区です。事業費は３億

２，０００万です。後で一覧表をお届けしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

議長（酒元法子） 

 １１番、向峠議員、よろしいですか。 

 

決算特別委員会正副委員長互選報告 

 

議長（酒元法子） 

 それでは、委員会条例第９条第２項により、休憩中に決算特別委員会で互選

されました委員長及び副委員長をご報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に、５番 金七祐太郎 議員 

 副委員長に、４番 田端 雄市 議員 

 以上であります。 

 これで、決算特別委員会委員長、副委員長の互選結果の報告を終わります。 

 

休会決議 
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議長（酒元法子） 

 日程第２４、「休会決議」を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、９月７日から９月１４日までの８日間を休会としたい

と思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、９月７日から９月１４日までの８日間を休会とすることに決定いた

しました。 

 次会は、９月１５日午前１０時から会議を開きます。 

 

散   会 

 

議長（酒元法子） 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 

                      散 会（午前１０時５６分） 
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開 議（午前１０時００分） 

 

開   議 

 

議長（酒元法子） 

 ただいまの出席議員数は１４人で、定足数に達しておりますので、これから

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 あらかじめ本日の会議時間を延長しておきます。 

 

一般質問 

 

議長（酒元法子） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問の形式は一問一答方式とし、質問者の持ち時間は答弁の時間を含ま

ず３０分以内となっておりますので、よろしくお願いいたします。また、質問

の回数は質疑と同様に原則として一つの質問事項に対し３回までとなっており

ますので、遵守されますようお願いいたします。なお、関連質問においても申

合せ事項により原則として認められておりません。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、通告に従い一般質問を始めます。今回も盛りだくさん用意してお

りますので、早速始めたいと思います。 

 今回は３つのテーマについて質問を行います。１つ目は小中学校でのオンラ

イン授業について、２つ目は新型コロナワクチン接種での貸切りバスの運行に

ついて、３つ目は能登町公共施設個別施設計画（素案）についてです。 

 それでは、１つ目の小中学校でのオンライン授業について質問を行います。 

 現在、日本では、新型コロナウイルスの主流となっているのはデルタ株です。

デルタ株は感染力が強く、１０代以下の子供たちにも感染が広がっております。

能登町では、１２歳以上の子供たちは８月いっぱいで１回目のワクチン接種が

終わったと聞いております。現在、日本では１２歳未満の子供たちはワクチン

接種は行われておりません。小学生の子供たちのほとんどはワクチン接種を行

っていないということになります。９月１日より能登町において２学期が始ま

20



り、子供たちへの感染が心配されております。 

 ８月３１日付の北國新聞朝刊によると、県内の小中学校で２学期に新型コロ

ナウイルスの感染拡大で臨時休校となった場合に、オンライン授業を行う方針

だとしているのは金沢市、白山市、加賀市、野々市市、羽咋市、内灘町、志賀

町、宝達志水町の８つの市町でした。私は、能登町は他の市町よりもオンライ

ン授業への準備はできていると思っておりました。既に小中学校の生徒には１

人１台のタブレット端末が配付され、高速でのネットワークの環境も整備され、

そして先生方の研修も行われていると聞いておりました。新聞に名前がなかっ

たのは非常に残念でした。 

 そこで確認したいと思います。能登町の小中学校では、２学期、新型コロナ

ウイルス感染拡大により臨時休校となった場合、オンライン授業を行うことは

可能ですか。お答えください。 

 

議長（酒元法子） 

 眞智教育長。 

 

教育長（眞智富子） 

 それでは、馬場議員の質問にお答えいたします。 

 臨時休業時のオンライン授業については、Ｗｉ－Ｆｉ設備が整備されたご家

庭において、自宅での実施が可能となっております。ただし、今年６月に調査

を行ったところ、約７％のご家庭ではＷｉ－Ｆｉ設備が未設備でありました。

自宅で実施が困難な児童生徒は、臨時休業時ではありますが、各学校に登校し

オンライン授業等を受ける計画としておりますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 今ほどの答えで、オンライン授業は可能だと。７％の子供たちの家庭にはＷ

ｉ－Ｆｉが設備されていない。その子らは学校に来ていただいてできるという

ことだと思います。一応可能だと聞いて安心いたしました。 

 私は、新聞を見たときに、なぜ能登町はと一番先に思いまして、次の回答と

して、オンライン授業を行うかどうかは学校の判断に任せると答えてありまし

た。なぜオンライン授業が一応できるというのに、それを各学校の判断に任せ
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るというふうな回答をされたのか。そこを教えてほしいのと、それと、今の質

問と次の質問。次の質問は、オンライン授業をもしやった場合に、それが授業

時数、要するに出席時間というか授業時間としてカウントされるのかどうか。

それがオンライン授業をやるかやらないかにちょっと関係があるかなと思いま

すので、一緒に２番と３番と答えていただければいいかなと思います。お願い

いたします。 

 

議長（酒元法子） 

 眞智教育長。 

 

教育長（眞智富子） 

 それでは、お答えいたします。 

 現在、各学校で感染者が確認された場合は、一旦速やかに臨時休業し、保健

所の調査への協力、指導による消毒を実施し、各学校を安心な形で早期に再開

することとしております。 

 現状でのオンライン授業の可否につきましては、児童生徒の発達段階、状況

などを的確に判断する必要があり、また各学校の教育課程の編成は校長が行っ

ていることから、各学校の判断といたしました。ただし、臨時休業等が昨年度

のように長期間となるような場合には、町として講じる措置の下、オンライン

授業にも取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、学校が臨時休業となる期間は授業日数には含まれず、この間に実施さ

れるオンライン授業は授業時数としてはカウントされません。ただし、文部科

学省からの通知により、オンライン授業での学習内容が児童生徒に定着してい

れば、改めて対面指導を行わないことは可能とされております。そのことを指

導要録の学習の記録にも記載し、オンライン授業の実施としてすることとなっ

ておりますので、ご理解お願いいたします。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 ありがとうございます。子供、特に低学年はなかなか慣れないということで、

短期間の場合は各学校の判断に任せるということで、昨年のような長期間にな

った場合は一応オンライン授業を行う方針だとの答えだと思います。 

 それと、オンライン授業を行っても授業時間としてカウントされないのだけ

22



ど、オンライン授業が要するに知識がちゃんとそのように備わったという判断

がされれば、後で対面授業をしなくてもオーケーということになりますね。そ

ういう説明だったかと思います。 

 やっぱり大事なことは、平時から、普通からオンライン授業に慣れておくこ

とが大事かなと思います。 

 今、２番と３番を一緒に答えていただいたものですから、事前に議長と執行

部の方に３番目を新たに行うということを了解を受けておりますので、このま

ま続けたいと思います。 

 今後１０年から２０年で半数近くの仕事が自動化される可能性が高いとか、

子供たちの多くは将来今は存在していない職業に就くとも言われております。

国が進めるＧＩＧＡスクール構想は、新型コロナウイルス感染症により前倒し

され、学校のＩＣＴ化が加速しております。能登町の小中学校において、今後

どのようにオンライン授業をはじめとするＩＣＴ化に取り組むのか、お答えく

ださい。 

 

議長（酒元法子） 

 眞智教育長。 

 

教育長（眞智富子） 

 今年の４月現在で、全国の９６％の公立小中学校で１人１台端末の利用を開

始しております。当町では、昨年１１月から本格的な運用を行っています。県

内でも早期の運用を図り、現在ではいろいろな場面で端末を活用しています。 

 議員ご指摘のとおり、ＩＣＴ化の進歩は日進月歩であります。ただ、教育に

おいては、国が進めておりますＧＩＧＡスクール構想として、これまでの教育

実践の蓄積の上に最先端のＩＣＴ教育を取り入れることにより、児童生徒の活

動の一層の充実と主体的で対話的で深い学びの視点から授業改善をしていくこ

とを目指しています。町としましても、基本的に国の方針に準拠し、教育実践

の不易と流行を大切に子供たちの学びを保障していきたいと考えています。 

 今後は、教科書のデジタル化や、オンラインで外国とつながりコミュニケー

ションの幅が広がるなど、ＩＣＴ活用の工夫次第で教育活動は無限の可能性を

秘めていると思っております。学校現場においても、子供たちの多様性を広げ

るために、教職員一丸となり効果的な活用に取り組んでいくことが肝要です。 

 今後も国の動向を注視しながら、先進地の実用例や近隣の市町の状況など学

校現場に最新の情報を提供し、ＩＣＴの有効な活用に努めてまいりますので、

ご理解お願いいたします。 

 以上です。 
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議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 丁寧なお答え、ありがとうございました。 

 子供たちが社会に出る頃は、今よりもさらに世界はグローバル化が進んでい

ると思います。能登町においては、オンライン授業の取組をはじめとしたＩＣ

Ｔ教育の取組を、平時からいろんな機会を捉え、積極的に行うことをお願いい

たしまして、次の質問に移ります。 

 次の質問は、新型コロナワクチン接種における貸切りバス運行についてです。 

 令和３年５月末現在、北陸信越運輸局調べによると、石川県内で貸切りバス

を使った取組を実施したのは、志賀町、ここはコミュニティバスを活用して６

５歳以上高齢者の接種会場までの輸送を実施。穴水町、貸切りバスを活用して

個別接種の高齢者の輸送を実施。中能登町、コミュニティバスを活用して高齢

者の輸送を実施。津幡町、町所有のマイクロバスを活用して高齢者の輸送を土

日、実施。白山市、貸切りバスを活用して高齢者の輸送を実施。羽咋市、コミ

ュニティバスを活用して高齢者の輸送を実施。加賀市、貸切りバスを活用して

接種会場までの輸送を実施。そして能登町、貸切りバスを活用して接種会場ま

での輸送を実施となっておりました。 

 実際に能登町で対象となったのは７５歳以上の高齢者で、公立宇出津総合病

院で接種を受けた人だけでした。能登町を除く市町は、高齢者、６５歳以上が

対象で、接種会場もどこそこというふうに限定されているようには書かれてお

りませんでした。 

 では、お聞きします。なぜ能登町は貸切りバス輸送の対象者を７５歳以上の

高齢者とし、接種会場も公立宇出津総合病院だけに限定したのか、お答えくだ

さい。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 それでは、馬場議員のご質問にお答えします。 

 ７５歳以上の宇出津総合病院での接種者だけ無料の貸切りバスをなぜ運行し

たのかというご質問ですが、今回のワクチン接種に関しましては、町内開業医

の皆様との協議により、開業医のほうで基礎疾患で定期的に受診されている方
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は開業医で接種を行うこととなりました。 

 そこで、開業医に定期的に受診されている方は、交通手段が日頃から確保さ

れているという判断がまずあります。そして、宇出津総合病院では、ふだん宇

出津総合病院以外へ通院されている方も対象とした接種のため、移動手段が確

保できない方も多いのではと予測し、また、重症化しやすいと言われている高

齢者で、身体能力が特に低下しやすい７５歳以上の方を対象として無料バスを

運行することといたしましたので、ご理解をお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 今ほどの回答ですが、実は、かかりつけ医で定期的に受診している方は、交

通手段が日頃から確保されているとの町の判断ですが、免許や車を持たない人

は開業医での、かかりつけ医ですね、通常の診療の場合には、路線バスの時間

に間に合わせて診察が受けられます。例えば午前中のバス便に乗って、お昼１

時ぐらいのバスで帰ってくるというふうに。ところが今回のようにワクチン接

種が予約、しかも夕方何時というように時間を決められた場合、それに間に合

う路線バスはありません。そのときはどうするかというと、家族が何とか時間

の都合をつけて送迎するか、今回聞いたのは、あとは２回とも往復タクシーを

使って接種を受けた。そういう、かかりつけ医の平生の診察の時間とどうして

もワクチンを予約で打つ場合の時間がずれる。そうすると、それに合った公共

交通がないということで、家族なりタクシーなりを使って負担があったという

ところも事実です。 

 それを考えるならば、７５歳以上の人で同じワクチンを打つのに、片や無料

バス、片や有料タクシーを使わなければならないというのは、町がいつも言う

公平性は保てないと思っております。 

 次に、今回、貸切りバスによる運行実績についてお聞きします。 

 貸切りバスを利用された７５歳以上の方で、公立宇出津総合病院で接種され

た方の人数、７５歳以上の対象者の中での比率、バスの借り上げ費用、また、

その財源は何を使ったのか、教えてください。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

25



 それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

 今回の貸切りバスの利用人数、７５歳以上の人口での比率、借り上げ費用、

財源についてですけれども、まず、貸切りバスの運行回数ですが、２回の接種

ごとに１５回で計３０回となります。利用予約人数は２１６人で、延べ４３２

人であり、１回の平均で１４．４人であります。７５歳以上の接種券発送者４，

１９３人のうち５．１５％の利用でした。 

 借り上げ費用につきましては、石川県バス協会へ委託料として１４８万９，

４００円を支出しております。財源は、新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費補助金、国庫１００％を活用しておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 確認しますと、７５歳以上の接種券発送者４，１９３人。そのうち２１６人

が利用。比率は約５％強。バスの借り上げ費用は１４８万９，４００円。財源

は厚生労働省の補助金である新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

を使ったとのことですね。町の持ち出しはなかったと思います。 

 また、使える財源としてはもう一つ、内閣府の新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金も、もしあれば使えたかなと思います。 

 そういうことで、町の負担とはならなかったというのでしたら、やはり広く

７５歳以上なら７５歳以上の皆さんにそのサービスができるような体制にすべ

きだと思います。 

 そうはいっても、２月に国のワクチン接種事業が始まり、短期間で接種体制

を整えなければならなかったことで、職員の皆さんや医療関係者のご苦労も大

変だったと思います。まして能登町においては、３月に町長選挙もあり、所管

の課長がいなかったことも少しは影響があったかなと思います。 

 今回の反省点、課題なども踏まえ、今テレビ等でも３回目のワクチンに関し

ての話が出ております。３回目のワクチン接種の可能性もあると思いますので、

そのときは国や県の補助金などをうまく利用して、今度は６５歳以上の高齢者

一律に、貸切りバスの活用や能登町にあるデマンドタクシーの利用、それとタ

クシー券やタクシー以外にも使える商品券などを補助すれば、高齢者及びその

家族の負担を軽減するとともに、タクシー事業者の応援にもつながると思いま

すが、町としての考えをお聞かせください。 
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議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、町では、４月上旬に高齢者に接種の案内をいたしております。タ

クシーの利用につきましては、先ほどの新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費補助金という中のメニューでは補助対象外でございまして、同事業

で補助対象のあるバス運行というのを行ったということでございます。 

 今回のバスの運行で、課題はいろいろございましたけれども、現状の今回の

実施方法で高齢者の接種率というのは９割を超えているということからも、一

律にタクシーの券や商品券の配付の必要性は低いというふうに考えております。 

 また、３回目の接種につきましては、まだ何も決まっておりません。国から

の方針も出ていませんので。ただ、実施されるということになれば、今回の課

題を解決し、バスのルートや時間帯などの改善に努めていきますので、ご理解

を願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 一応結果的に九十何％の接種ができたので、よかったじゃなくて、中身を見

ると、私がさっき述べたように、家族の負担とか、それから有料タクシーを使

って、自分の命に代えれないものですから皆さん接種に来られたと思うんです。

そういうところももう一度考えてみていただきたいと思います。３回目のワク

チン接種があったときには、ぜひよろしくお願いいたします。 

 そしたら、最後の質問になります。 

 能登町公共施設個別施設計画（素案）についてです。 

 この計画は、まだ素案の段階で、策定は令和４年１月の予定となっておりま

す。７月８日に議会向けに素案の説明会が開かれました。町民の皆さんには、

７月から１０月までの４回に分けて広報のとに連載されています。私たちの身

近な施設である集会所、公民館、体育館、学校から公園施設やトイレなど、町

の全ての公共施設の現状と課題、そして今後の公共施設に対する基本方針と方

向性について書かれています。まだ素案の段階ですから、町民の皆さんにはぜ

ひ自分ごととして、いま一度連載を読んでいただいて、ご意見などありました

ら今のうちにぜひ町のほうに上げていただきたいと思います。 

 今回、私が一般質問で取り上げるのは、個々の施設についてではありません。
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今後の公共施設に対する修繕、更新の対応方針についてです。 

 能登町公共施設個別施設計画を他の自治体の個別計画と比べてみました。能

登町の修繕、更新の対応方針は、従来どおりの老朽化による不具合が生じた後

に修繕、更新を行う事後保全の対応方針となっております。能登町の厳しい財

政状況下では、老朽化した公共施設を全て従来のやり方で、３０年で大改修、

６０年で建て替えは無理があります。素案に書かれているとおりです。 

 国は平成２５年１１月に、インフラ長寿命化基本計画を示し、新しくつくる

ことから賢く使うことを重点化しております。長寿命化を図る施設を計画に組

み入れることにより、全体として財源の削減、平準化ができるとしております。 

 ちなみに、長寿命化を図るためには予防保全型という管理方法があります。

簡単に説明すると、損傷が軽微である早期段階から機能、性能の保持、回復を

図るために修繕などを行う予防的な保全のことです。 

 今回作成された能登町公共施設個別施設計画の素案を見る限りでは、長寿命

化、予防保全という言葉はあるものの、実際に計画に反映されているようには

思いません。 

 そこで、お聞きします。今回の公共施設個別施設計画に上がっている施設に

おいて、従来型の事後保全を行う施設と長寿命化の予防保全を図る施設との区

分はされているか、お答えください。 

 

議長（酒元法子） 

 諸角企画財政課長。 

 

企画財政課長（諸角勝則） 

 個別施設計画における施設の保全に関するご質問でありますが、個別施設計

画の素案におきまして、６章、計画の推進方策の中で、予防保全の観点から日

常的な点検や定期的な点検及び調査を徹底し、計画的な維持修繕によって長寿

命化を図り、長期的な視点で財政負担の軽減と平準化に取り組むと記載してい

ます。 

 当町におけるこれまでの施設保全は、不具合が生じてから修繕等を行う対症

療法的な事後保全がほとんどでありました。事後保全は、建物寿命を短くする

だけでなく、修繕等の費用が増大するなど財政的にも大きな影響を与えるほか、

突発的な事故によって利用者が危険な状態になることも想定されます。 

 建物を安全かつ良好な状態に保つためには、予防保全の考え方を取り入れ、

予防的な処置を施すことで施設の不具合を未然に防ぐ必要があります。また、

施設の長寿命化によりまして、結果的に施設のライフサイクルコストが縮減す

ることとなります。 
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 個別施設計画では、予防保全の方向性を取り入れておりますが、施設ごとに

予防保全、事後保全の区分をしておりません。保全に対する基本的な考え方や

取組方策等につきましては、本年度実施している能登町公共施設等総合管理計

画の改定作業の中で整理してまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 今ほど回答をお聞きしておりまして、そういう考え方はちゃんと書いてある

というんですけれども、実際的に計画には落とし込んでいないということだと

思います。 

 ちなみに、新潟県見附市の公共施設個別施設計画の事例で見ると、２００平

方メートル以上の同じ建物において、従来のやり方である事後保全の場合と長

寿命化のやり方である予防保全の場合の２パターンの試算をしてあります。比

較してみたところ、予防保全を図る場合のほうが今後４０年間で約４３％のコ

ストを削減できる結果となっております。 

 今回の能登町公共施設個別施設計画で試算された毎年の必要額１９．１億円

は、従来の事後保全型だけで試算されたものだと思いますが、保存優先度の高

い建物を長寿命化にするなどして、従来のやり方と組み合わせることにより、

新潟県見附市の事例のように毎年の必要額がかなり削減でき、財政負担の低減

化と平準化も図れると思いますが、いかがですか。町としての考えをお聞かせ

ください。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、今回、個別施設計画の素案でお示しいたしました毎年の更新費用

額１９．１億円というのは、全ての公共施設を築３０年目に大規模改修、そし

て６０年目に建て替えるというものとして、今後２０年間の必要額を試算した

ものでございます。この金額は、あくまでもシミュレーション上の数値でござ

いまして、実際やるとなれば、１９．１億円より高い場合もありますし低い場

合もあります。そして、その年度ごとにも上下するというふうに思っておりま

す。 

 計画の中では、施設の再編を具体化するものではなく、２０年後を見据えて
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個別施設ごとの今後の統一した方向性を示したものでございまして、この方向

性を基に全庁的に公共施設をマネジメントするということによって、改修、修

繕、更新費用の平準化、そして維持管理費の縮減を図っていきたいというもの

でございます。 

 先ほど担当課長が説明したとおり、今後は予防保全の考え方を取り入れるこ

ととしておりまして、予防保全の実施によって施設の長寿命化を図り、そして

財政負担の平準化、縮減につなげたいと考えておりますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ３番 馬場議員。 

 

３番（馬場等） 

 今後そのような方向性も言っていただけましたので、ぜひしっかりと計画に

落とし込んで、事後保全型と、それから予防保全型の施設を分けて、それぞれ

において組み合わせて、うまいこと財源の低減と平準化を図っていただきたい

と思います。 

 最後に、ちょっと自分の思いを一言だけ述べたいと思います。今回は個々の

施設については取り上げないと言いましたが、一つだけ、学校という施設に対

する私の意見を少し述べたいと思います。 

 学校の再編については、教育環境の適正化という観点から、９月議会でも設

置の議案が提出されている能登町立小中学校教育環境づくり検討委員会で真剣

に討議を重ねてほしいと思います。 

 今回、能登町公共施設個別施設計画作成のため、町は視察先として選んだ富

山県南砺市は、学校施設だけの南砺市立学校施設個別施設計画を策定しており

ます。文部科学省の学校施設整備基本構想の在り方を踏まえ、学校施設の目指

すべき姿として、１番目、安全性、災害時の拠点としての機能を備えた施設。

２番目は学習活動への適応性、誰もが快適に利用できる施設。３番目、地域の

拠点化、他の公共施設との複合化を視野に入れた地域に開かれた施設。３本柱

を基本とし、学校施設の長寿命化に向けて老朽対策や時代のニーズに対応した

学校施設の整備を行うとしております。 

 残念ながら能登町においては、能登町立学校施設個別施設計画は作成されて

おりません。今回、７月８日の議会に対する説明会を受けて、意見があればと

いうことで幾つか私も町のほうに意見を出しました、文書で。その内容を簡単

に言うと、学校施設の削減計画について、将来的に子供の数が減るからといっ

て安易に小中学校の床面積を３５％削減するという計画はおかしいんじゃない

かというのを文書にして出しました。 
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 町からの回答は、次のようなものでした。学校施設を３５％削減する理由と

して、学校施設の削減を無視し、ほかの施設削減にしわ寄せが行けば、計画が

形骸化してしまうことから、シミュレーションでは学校施設の削減面積として

総数の３５％、１万５，６１６平米を自動的に算出したとの回答でした。回答

としてはあまりにも根拠が乏しく、残念としか言いようがありません。 

 私が言いたいのは、学校施設は子供たちがいなくなるから削減するというの

ではなく、学校は地区の中核施設であります。南砺市が施設の目的、目指すべ

き姿として３本柱を基本とするように、能登町も長寿命化の図れる学校施設で

あれば、これからも地区の複合施設や多機能施設として、また、ほかの削減さ

れた施設の受皿として使っていくというような目指すべき姿を示してほしいと

思います。 

 そのためには能登町立学校施設個別施設計画の策定が必要であり、計画の策

定に当たっては、地区の人たちと話し合う場を町のほうから積極的に持ってほ

しいと思います。能登町立学校施設個別施設計画を策定し、教育環境の適正化

という観点から学校再編について考える能登町立小中学校教育環境づくり検討

委員会での答申とも整合性を図りながら、学校施設整備を計画し実行すること

を強く願って、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、３番 馬場議員の一般質問を終わります。 

 それでは次に、１番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 おはようございます。 

 質問に入る前に、少しだけ話をさせていただきます。 

 ７月２３日から９月５日までの期間、東京都を主会場に、第３２回オリンピ

ック競技大会、そして東京２０２０パラリンピック競技大会が開催されました。

開会間際、新型コロナウイルスの感染者が再び増え始め、開催期間中は第５波

の真っただ中となったため、開催について賛否両論ありましたが、私は先進国

である日本だからこそ開催すべきだと考えていました。実際に開催できたこと

は、選手にとっても国民にとってもよかったと考えています。 

 今から遡ること３７年前、私が１３歳、中学１年生の夏でありました。１９

８４年にロサンゼルスオリンピック大会が開催されました。その前回に開催さ

れた１９８０年のモスクワ大会は、アメリカなどとともに日本はボイコットし

たため、オリンピックについての知識や情報を得ることができませんでした。
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そのため私の年代では、ロサンゼルス大会がオリンピックの初めての記憶とな

った方が多いと思います。 

 この大会で男子陸上競技１００メートル、そして２００メートル、走り幅跳

び、４×１００メートルリレーで４冠を達成したスーパースター、アメリカの

カール・ルイス選手は、輝かしい姿を見せていただいたというふうに思ってお

ります。また、男子柔道無差別級日本代表の山下泰裕選手は、２回戦で右ふく

らはぎの肉離れを起こしましたが、足を引きずりながらも決勝戦で一本勝ちし

た姿に感動したのを鮮明に覚えております。 

 そのときの私と同じように、今大会においても多くの小中学生の皆さんも何

かしら心に残るものを得たと考えております。例えば、石川県出身の川井姉妹

がレスリングでともに金メダルを獲得したことや、同世代のスケートボード女

子パークで優勝した四十住さくら選手や準優勝の開心那選手の活躍には刺激を

得たことだろうと思います。また、決勝戦で破れはしたものの、男子車椅子バ

スケットボール競技ではコート内を縦横無尽に駆け抜け躍動する選手たちの姿

には感動と可能性を感じたことだろうと思います。もし開催していなかったら、

このような感動を得ることはできなかったのです。小学生の皆さんにとっては

大変印象的な夏となったと考えております。 

 まだコロナ禍は続くと思いますが、確かな知識と情報を持ち、安全に努める

ことを大前提に、何でも縮小や中止とせず、能登町でできることをしっかりと

見極めて取り組んでいかなければならないと考えております。 

 それでは、通告のとおり３点質問します。 

 最初に、新型コロナワクチン接種状況について質問します。 

 ６月議会でも新型コロナウイルス関連の質問をしました。その際、第４波は

収まりつつある。県内の治療中の方は１１８人いると話しました。あれから３

か月がたち、過去最大規模の第５波に見舞われ、石川県内では７月２８日に１

日の新規感染者としては過去最多の１１９人、全国では８月２０日に新規感染

者が２万５，８７３人となりました。 

 能登町においても、８月に入り１０人以上の方が感染しております。一時、

県内では１，０００人近くの方が治療中でしたが、昨日現在で２４８人の方が

治療中となっております。なお、町内在住で治療中の方は現在おりません。 

 第５波は、これまでと違い、デルタ株などの感染力が強いウイルスにより、

瞬く間に若者を中心に感染が広がったようです。その反面、ワクチン接種が進

んでいる高齢者の感染割合は低くなっていたように感じます。このことからも

ワクチンの接種は新型コロナウイルスを収束させる重要な鍵の一つだと考えま

す。 

 能登町のワクチン接種状況を年代別に、対象者数、接種済人数、接種率、接
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種しない人の割合などで示し、県内自治体と比較し、現況について説明をお願

いします。 

 また、１２歳から１５歳の方や未接種の方、今年度中に１２歳に到達する方

でまだ１１歳の方などの接種については、気になるところであります。接種計

画を示していただきたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 それでは、吉田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず６５歳以上の方ですけれども、７月３１日で接種希望者の２回目の接種

を完了しており、２回の接種完了者は７，５１６名で、対象者８，１５３人の

９２．２％でありました。１６歳から６４歳の方は、基礎疾患のある方を含め

９月１０日までで接種希望者の２回目接種が完了し、１２歳から１５歳の接種

希望者は８月２３日、２４日に１回目の接種を行い、今まで何らかの理由によ

り未接種で今回改めて接種希望があった方へは９月７日から９日にかけ１回目

の接種を行っております。 

 ８月３１日現在のデータとなりますが、１２歳から６４歳の２回目の接種が

終了した方は３，８７７人で、１２歳から６４歳の対象者７，３３５人のうち

５２．９％となり、１２歳以上の対象者全体といたしましては、２回目の接種

終了者は１万１，３９３人で、全対象者１万５，４８８人の７３．６％となっ

ております。 

 なお、接種を希望しないというお返事をいただいている方は全年齢を通しま

して２８３人、１．８２％おいでます。 

 また、県内で能登町の接種状況は他市町と比較してどうかということであり

ますが、当初は接種率が他市町よりも低いのではないかというようなご指摘も

ございましたが、町内医療機関のご協力による日々の接種数の積み増しや集団

接種の実施により、国がワクチン接種記録システム、一般的にＶＲＳと言われ

ているものですけれども、そちらから抽出し市町村へ提供したデータ上では、

現在は県内でも比較的上位に位置している状況であります。 

 今後の計画といたしましては、９月１３日、１４日に１２歳から１５歳の方

の２回目の接種、９月２８日から３０日に何らかの理由で今まで接種されてい

なかった方の２回目の接種を行い、１０月、１１月に１２歳到達者や妊婦の希

望者などの接種日を設けることとしておりますので、ご理解をよろしくお願い

いたします。 

33



 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 順調に計画どおりワクチンが接種されておるというような説明を受け、安心

をいたしました。 

 町はワクチンの接種を進める立場上、また庁舎や病院、学校などは多くの町

民の方が利用することから、安全上、そこに勤務する町職員や医療従事者、教

職員の方は既に接種されていると思います。健康上支障がない方は当然接種す

るべきだと考えますが、町は職員等に対して接種の推奨を行いましたか。また、

管理上、職員等のワクチン接種状況を全体の割合のほかに病院や学校、福祉施

設など所管別に把握しておくべきだと考えますが、把握していますか。差し支

えがなければ接種率も教えていただきたいという思いです。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 ワクチンの接種でございますけれども、それは職場での感染防止、そして行

政サービスを維持していくためには有効な手段でございまして、推奨はいたし

ております。国の通知にも基づきまして、職員の職務専念義務の免除、また副

反応があった場合の特別休暇の適用を行いまして、職員が接種しやすい環境を

整えておるところでございます。 

 しかしながら、ワクチンの接種というのは強制できるものではなく、接種を

受ける方の同意がある場合に限り行われるものでございまして、受けないこと

を理由として不利益な取扱いをすることは許されるものではありません。また、

職場、職種ごとに接種状況の把握を目的とした調査、また接種率の公表という

のは、未接種の職員に対しての強制、同調圧力になりかねませんので、把握及

び公表は行わないことといたしておりますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 職員等の接種状況、私が申し上げていますのは、把握は接種していない者を
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探し出し、つるし上げるためのものではありません。例えば、学校教職員から

クラスターが発生したとします。その場合、２回目の接種を終えていたのか、

接種していない者がいたのかと必ず問われるはずです。これについても決して

犯人探しをしているのではなく、ワクチン接種の効果を検証する上でのデータ

収集として必要なために行われることだと思います。学校長や教育委員会がワ

クチン接種状況を問われて、自分の学校や町の教育現場の接種状況が分かりま

せんと答えた場合、保護者や町民の方はどのように感じるでしょうか。不安に

感じると思いませんか。健康上、接種できない方はいると思いますが、町とし

ては安全衛生上の観点から、基礎疾患がないなど低リスクと思われる職員等に

ついては接種を推奨するとともに、接種状況を把握しておくべきだと考えます。 

 新型コロナウイルスについて、単なる風邪だとかインフルエンザと何ら変わ

らないと言う方がいますが、これは大きな間違いです。将来的にはその程度の

病気として扱われるようになるかもしれませんが、今はインフルエンザの治療

薬のようなタミフルなどの飲み薬のようなものはありませんし、風邪に対する

ような免疫力もありません。そのため新型コロナウイルス感染症は危険な病気

であると認識するべきだと考えます。 

 新型コロナウイルス感染症に関わる予防接種については、予防接種法の規定

が適用されており、接種は強制ではありませんが、接種は受けるよう努めなけ

ればならない、いわゆる努力義務と呼ばれているものがあります。このような

ことをしっかりと踏まえておかなければならないと考えます。 

 当初、町内の高齢者に対するワクチン接種率は県内自治体と比較して低い水

準でしたが、現在は順調に接種が進められ、人口が少ない点もあるかもしれま

せんが、接種率は上位に位置していると認識しています。しかし、まだ未接種

の方がいますし、その中には接種することが不安で迷われている方がいると思

われます。 

 私も当初は接種することを迷いました。県外や町外の人が集まるような場所

に行かなければいい。マスクや手洗いをしっかりしていれば大丈夫だ。また、

接種しても３か月後には抗体が４分の１程度に減ってしまうのであれば意味が

ないのではないか。このように考えていましたが、変異株の感染力は強くなっ

ていますし、県外は危険とか町内は安全であるとか、そういう問題ではなくな

ってきています。また、接種から数か月たっても抗体がゼロになるわけではあ

りませんし、体は新型コロナウイルスを記憶し、免疫力をつけようとしており

ます。 

 ワクチンの接種は、感染予防だけではなく、重症化や後遺症を防ぐ効果もあ

ると言われています。また、自分が感染することにより、ほかの人へ感染させ

るかもしれないということから、私は接種することにし、２回目も終えており
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ます。 

 このことから、未接種の方には正しいワクチンの有効性とリスクの説明をし、

ワクチン接種の積極的な推奨を図るべきだと考えます。また、接種率は、町外

の大規模集団接種会場で接種した方もしっかりと把握し、正確な数字を公表す

べきだと考えます。 

 このことは、町民の皆さんが暮らしていく上での安心感につながると考えて

おります。町の見解をお聞かせください。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 それでは、ただいまの吉田議員のご質問にお答えいたします。 

 町では、接種券の発送時のワクチンに関する説明書の同封をはじめ、４月号

広報紙から広報紙最終面でコロナウイルスワクチンの接種について情報の提供

を行ってきております。また、最近はテレビのＣＭ、新聞広告や若者が多く利

用する各種ＳＮＳなどでもワクチンについて情報が頻繁に提供されております。

未接種者がワクチン接種の情報に何らかの手段によって触れる機会は現状では

十分あるのではと考えております。 

 また、町は従来からワクチン接種の推奨を行ってきているわけですが、ワク

チン接種はあくまでも本人の接種の希望、同意により行われるものであります

ので、ご理解をお願いいたします。 

 なお、町外での接種者数の把握ですが、町外で接種された方については、接

種した医療機関から接種費用の請求が国保連合会経由で町に請求されるため、

人数の正確な把握までに二、三か月を要します。また、県の設置する大規模接

種会場につきましては１週間に１度の頻度で予約者情報が提供されます。いず

れの場合も時間差が生じますが、接種人数を公表する段階で把握できている人

数は全て含めて公表しておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 町はワクチンの接種を推奨している。それは十分分かっておりますけれども、

私が感じているのは、もう少し強く推奨したらいいのではないかなというふう

に思っております。そのことが接種を強要しているように感じる方もおいでる
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かも分かりませんけれども、そこは伝えようによってはうまく伝えられるんじ

ゃないか。そういうふうに思っております。 

 ワクチンの接種が始まった頃、よく珠洲市と比較されました。なぜ珠洲市は

県内でも先行してワクチンが接種できたのか。能登町も先行して接種したかっ

たができなかった。これは地域の中心となる基幹病院がある自治体に限られた

ため、基幹病院に指定されていない宇出津総合病院は、そして能登町は対象外

であったためでしたよね。言い訳のようになるかもしれませんが、これが事実

ですから、こういった情報も周知することにより町民の方に納得していただく

ことができると考えます。今後も正しい情報をしっかりと伝えていただきたい

と考えます。 

 次の質問に移ります。 

 中学校の再編について質問します。 

 近年は、著しい少子化により生徒数が減少しているに当たり、中学校の再編

を図るべきだと考えます。この問題については、過去に３回質問しましたが、

前向きな取組がなされませんでした。今回は、町長、教育長が替わり新体制と

なりましたので、改めて質問をさせていただきます。 

 能登町には中学校が４校あります。各学年２学級、全６学級の能都中学校が

辛うじて小規模校となりますが、それ以外の３校は各学年１学級ずつ、全学級

で３学級であります。５学級以下が過小規模校に分類されるということであり

ます。 

 また、能都中学校も含めた全ての中学校の学級人数は３０人以下であり、い

ずれも少人数学級であります。少人数であるメリットは、これも毎回お話しさ

せていただいておりますけれども、学習面では、目が行き届くため個々の苦手

箇所の把握がしやすく、早期にウイークポイントを解決することができると言

われています。生活面では、人間関係の結びつきが強固になることが挙げられ

ます。一方、デメリットとして、学習面では、部活動や文化祭、体育祭などの

活動で制約が生じやすくなることや、切磋琢磨する機会が少ないことが挙げら

れます。生活面では、人間関係が固定することで視野が狭くなることや、男女

比が極端に偏ることでも制約が生じます。 

 このことを踏まえて、教育長が学校長であったときの能登町における小中学

校適正規模、適正配置をどのように考えておられましたか。その考えの中で、

教育長の職に就いてから変わったことはありますか。また、能登町立小中学校

適正配置基本方針では、中学校の１学年当たりの適正規模を２０人以上として

いますが、その人数を複数年大きく下回る小木中学校の現状について、その見

解をお聞かせください。 

 この質問は、教育長にこれまでの状況を否定させるためのものではなく、純

37



粋に教育のプロの考えを述べていただきたいだけであります。児童生徒の前で

語るように、裏表なく、はっきりと分かりやすく答えていただきたいと思いま

す。 

 

議長（酒元法子） 

 眞智教育長。 

 

教育長（眞智富子） 

 それでは、吉田議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 能登町の小中学校は、議員がご指摘のとおり、文部科学省が定めております

基準では小規模校あるいは過小規模校に当たります。子供同士の深いつながり

や一人一人の実態に即した指導ができるという効果がある一方、人間関係の固

定化や切磋琢磨する機会の減少、教員配置などについて課題があることは承知

しておりました。 

 こうした課題を解決するために、平成２２年度に能登町学校適正配置基本方

針及び実施計画が策定され、取組が行われてきたものと思っております。以前

も今も、行政が将来的に子供たちの学びを保障できるようにしていくことは大

切なことだと考えています。 

 また、小木中学校の全校生徒数は現在２３名です。先月の子ども議会での堂々

とした発言や他校とのオンライン授業など、少人数ではありますが、生徒と教

職員が一体となって日々工夫した教育活動を行っていると認識しています。令

和３年度現在、基本方針等の策定から１１年が経過しました。児童生徒数は平

成２２年度に比べると４７５人減少しております。 

 今、教育現場は、令和の日本型学校教育やＧＩＧＡスクール構想など大きな

節目にあります。そこで、こうした社会情勢を踏まえ、このたび上程しており

ます能登町小中学校教育環境づくり検討委員会を設置させていただき、町立学

校の適正規模及び適正配置並びに教育環境の在り方について総合的に検討して

いきたいと考えています。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 もう少し突っ込んだ回答をいただきたかったなというふうに思います。でも

誠実に答えていただいたかなというふうに思っております。 

38



 今議会に上程されました能登町小中学校教育環境づくり検討委員会の設置に

ついては、中学校の統廃合を前向きに考え、再編を図るためのものと期待して

おります。 

 能登町立小中学校適正配置基本方針及び実施計画が策定され１０年以上が経

過していますが、いまだに実施されていない計画があります。それは、平成２

６年以降に実施予定であった小木中学校の統合です。平成２６年に鵜川中学校

が能都中学校に予定どおり統合されました。前年の平成２５年時の鵜川中学校

の生徒数は４１人でした。その当時、小木中学校は５４人でしたが、ここ数年

は３０人前後で推移し、本年度は先ほど教育長もおっしゃいました２３人です。 

 この状況で、計画を実施しないまま、一度も検討委員会を開催することも協

議することもなかったことについて、副町長の見解を伺います。 

 また、このことを町職員時代、町長はどのように考えていましたか。町長に

おいても純粋に正直な気持ちで答弁をお願いしたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 下野副町長。 

 

副町長（下野信行） 

 それでは、吉田議員のご質問に対して答弁をさせていただきます。 

 学校の統廃合が必要か否かの検討は、まず先ほど教育長の話の中にもありま

したが、児童生徒の教育環境の視点から考える必要があると思っております。

しかしながら、当町の現在の少子化の進行状況から見ますと、統廃合というこ

とは避けて通れないものと考えております。 

 そこで、平成２２年に策定されました実施計画等がありますが、これまでは

具体的に保護者の皆さん、あるいは地域の方々からの統合についての要望がな

かったことから今日に至ったものと思っております。 

 また、本年度に検討委員会が再度立ち上がる予定でございますので、私の立

場では、積極的に統合の適否について申し上げることは現段階で控えさせてい

ただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 私の職員時代ということでございますけれども、職員時代は教育委員会部局
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の職員ではございませんでしたので、そういう方針とか計画に対して発言する

という立ち位置ではございませんでした。 

 個人的な意見を申し上げるとすれば、そういうものに関しては教育委員会と

して、その組織の中で議論されるものというふうに考えておりました。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 副町長の答弁は、今までどおり、副町長を引き続き務めておいでますので、

急に話が変わるのもおかしいかなと思います。 

 町長におかれましては、本当はもっと言いたいことがあるんじゃないかなと

思いますけれども、立場上、言えないところもあるのかなというふうに察しま

す。 

 ただ、部署を超えて、いいことも悪いことも言えるような町であってほしい

なというふうに思います。それが大森町長の目指している町政ではないのでし

ょうか。 

 今年度の能都中学校の生徒数は１４３人、松波中学校が６６人、柳田中学校

が５０人、小木中学校は２３人となっています。能登町立小中学校教育環境づ

くり検討委員会が設置されたら中学校の統合を積極的に考えていただきたいと

思います。その際、中学校での統廃合を考える際の基準となる１学年当たりや

全校の生徒数を定め、基準を下回る中学校より順次、能都中学校に統合するこ

とを提案します。同時に、通学費負担やスクールバスの配置も求めます。 

 少なくとも次に統合する際には、地区住民感情を配慮し、町民の融合と調和

のため、旧能都町の能都から能登町の能登へ、新能登中学校へと学校名を変更

することが望ましいと考えます。検討委員会が設置されるということは、よい

意味でこれまでと違うと考えています。町のその意気込みを力強く答弁で示し

ていただきたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 先ほどから同じような答弁になるというふうな感じになりますけれども、小

中学校に関しましては、個別施設計画において、保有優先度Ａの施設というふ

うにしておりますが、再編の方向性といたしまして、別途、再編等の検討が必
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要というふうに記述しております。そのことから、先ほどから申し上げたとお

り、本議会で提案している検討委員会において協議していただくということに

しておりますので、ご理解願います。 

 また、学校名についてでございますけれども、中学校が町で一つになるとい

う場合に、そのときに協議することが望ましいというふうに私は思います。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 全体を考えると、一つになるときというのが一番よろしいのかも分かりませ

んが、自分の地域の学校が統合されるというときに、吸収合併というような感

じを受けないかなというようなことも思いますので、最初から能登町の名前で

中学校を変更したらいいのじゃないかなと私は考えております。 

 このまま統合せずに４中学校が存続した場合、１０年後のそれぞれの生徒数

は能都中学校が１０３人、柳田中学校が４３、松波中学校が３５人、小木中学

校が２０人となります。これまでの１０年と同じように、検討委員会は設置し

たがまた１０年何もしなかったとならないように、子供たちのことを一番に考

え、スピード感を持って取り組んでいただきたいと考えます。 

 最後の質問に移ります。 

 内浦総合運動公園内排水対策の進捗状況について質問します。 

 この質問に関しては、令和元年９月定例会議で一般質問しています。その際、

町のスポーツ拠点であり、町内外の方を対象とした様々なイベントが開催され

る内浦総合運動公園内の内浦体育館周辺が毎年数日、大雨により浸水している

ので、改善を求めました。それに対して、排水路の位置や高低、排水機能を調

査し、有効な対策を判断するとのことでした。さらに後日、排水路の堆積物を

撤去し、機能回復を図る予算を計上すると説明を受けました。 

 調査や堆積物の撤去は昨年度実施されているはずですが、その進捗状況につ

いて説明を求めます。 

 

議長（酒元法子） 

 山下教育委員会事務局長。 

 

教育委員会事務局長（山下栄治） 

 それでは、吉田議員のご質問にお答えいたします。 
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 内浦総合運動公園は、標高約１メートルの低地に位置しております。大雨ま

たは豪雨時には構内の道路などが冠水し、その際には利用者の皆様に大変なご

迷惑をおかけいたしております。 

 このことから、令和２年度に排水路の構造や流域面積等から冠水に至る原因

を調査いたしました。当該地区には、公園区域外、約５４ヘクタールからの流

入が集中することから、大雨または豪雨時の流出水量と排水路の流下能力につ

いて確認をいたしましたところ、流出水量が流下能力を上回っており、放流し

切れないため排水路内の水位が上昇、そして路面にあふれ出すことが確認され

ました。 

 放流口は公園内に２か所あるんですけれども、その一部が海水面以下となっ

ておりました。また、敷地の地盤沈下に起因すると思われる排水路の一部分で

の逆勾配も確認されております。また、このことが流下を阻害している原因で

あると推察されます。 

 同じ令和２年度におきましては、最下流部に位置する調整池で大量の土砂が

堆積しており、流下阻害の一因となっていたことから、これを除去し流下能力

の向上を図りましたので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 今説明がありましたとおり、調整池の土砂撤去はされているようですが、私

は構内の水路の堆積物、水路全体を撤去するというふうに考えておりました。

そうでなければ機能回復ということにはならないんじゃないかなというふうに

考えておりますので、速やかに残りの水路についても除去していただきたいな

というふうに思います。 

 また、浸水防止策として、排水路の分散や体育館前の道路や駐車場のかさ上

げを提案しましたが、調査した結果、町の改善策は何か。それについても説明

を求めます。 

 

議長（酒元法子） 

 山下教育委員会事務局長。 

 

教育委員会事務局長（山下栄治） 

 末端の調整池等の堆積土砂は令和２年度に実施いたしました。その他の排水

路等の堆積土砂につきましては、不具合のある箇所については現地確認を行い、
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その解消に努めてまいりたいと思います。 

 また、区域外からの流入水の放流先などの変更は、そこに至るまでの宅地や

農地、あるいは道路やその附属施設など広範囲に影響を及ぼすことから非常に

困難であると言わざるを得ません。また、道路や駐車場等の部分的なかさ上げ

につきましては、その地点の周辺において、かさ上げした容量分の水位上昇を

招くことから、その効果は限定的であり、抜本的な解消とはなり得ないと思っ

ております。 

 また、幸いにも今年度につきましては、令和元年６月下旬に発生したような

冠水は現在確認されていません。今後も非常時のパトロールや、冠水が予想さ

れる場合は運動公園の臨時閉鎖などの対策を行うとともに、排水路の維持管理

に努めまして、令和２年度に実施いたしました調整池の土砂撤去等による効果

を検証してまいりたいと考えておりますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 １番 吉田議員。 

 

１番（吉田義法） 

 抜本的な改善策はまだないのかなというような感じであります。ただ、ほか

の水路についても撤去する、調査するということでありましたので、まずはそ

こから至急やっていただきたいなというふうに思います。 

 最後に、一般質問全般に関わることでありますが、今の公園内排水路対策の

進捗状況の質問は２年前にしております。質問したものは、その後の対応につ

いて確認する責任があると考えますが、質問に答えた町も、その後の対応につ

いて質問者に報告するべきではないかと考えます。そのことについても検討し

ていただいて、私の言うように報告できるような体制を整えていただきたいな

というふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、１番 吉田議員の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（酒元法子） 

 ここでしばらく休憩いたします。午後１時から再開いたします。（午前１１時

３１分） 
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再   開 

 

議長（酒元法子） 

 それでは再開いたします。（午後１時００分再開） 

 ７番 市濱議員。 

 

７番（市濱等） 

 それでは、質問をさせていただきたいと思います。 

 私は今回、防災について３点に分けてちょっとお聞きしたいなというふうに

思っております。 

 １番目の質問は広範囲にわたっておりますので、質問の内容が多岐にわたり、

質問自体が長くなると思います。どうかひとつよろしくお願いいたします。 

 私は、消防法第８条及び火災予防条例第５５条の３において防火管理の実施

が義務づけられておりますが、能登町では、公的な建物、民間所有の施設を含

め、消防法、火災予防条例に当てはまる施設は一体全体どれだけあるのかとい

うことをお聞きしたいと思います。 

 また、消防法では、多数のものを収容する防火対象物の管理について、一定

の資格を有する者から防火管理者を定めて防火管理に係る消防計画を作成させ、

防火管理上必要な業務を行わせなければならないというふうになっております。 

 そこでお聞きいたします。能登町では対象になる公共的建物は一体全体どれ

だけあるのか。この施設において、もちろん管理権限者は町長でありましょう

が、全ての施設において防火管理者は選任されているか。今日現在の状況を示

していただきたい。 

 また、防火管理の重要な業務として消防計画の作成が義務づけられておりま

す。この計画は、火災が発生しないように、また、万が一火災が発生した場合、

被害を最小限にするための計画でありますが、能登町の公共的建物、施設にも

いろいろ違った用途、使用状態が異なる施設もあると思います。一つ一つの施

設において消防計画は作成しておられるか、聞きたい。 

 また、消防法施行令第３条の２において、防火管理者の責務について、消火、

通報及び避難訓練を実施するということになっております。ほかにも多くの項

目がありますが、抜粋すると、消防用設備の点検、火気使用取扱いの監督、避

難・防火上の必要な構造設備の維持管理、収容人員の管理等の責務が挙げられ

る。 

 特に今回お聞きしたいのは、役場庁舎の消防計画には年に何回訓練を定めて

いるのか。昨年度から供用が開始されておる役場庁舎、両支所において、消火
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訓練、通報訓練、避難訓練は実施されているのかを詳しくお聞きしたい。 

 また、施設の消防用設備の点検整備はどのような方法で行われているのかも

詳しく知りたい。 

 また、防火管理体制について、現在、町では自主防災組織が組織されていま

すが、今日現在で自主防災組織はどれだけ組織されているのか。 

 その組織率は県内他市町と比較してどういった状況なのか、お聞きしたい。

どの地域にどれだけの町内会が自主防災組織を組織しているか、地区ごとにど

ういった割合になっているかもお聞きしたい。 

 また、避難誘導訓練は、被害、特に人災に対して大変有効であります。この

６月５日に能美市美川町で１２棟を焼く大火災が発生をしております。日頃か

らの声かけ、防火意識の高揚に力を入れていて一人の犠牲者も出さなかったと

喜んでおられます。 

 自主防災組織を能登町津々浦々に結成するよう声をかけておられると思いま

すが、今後、組織の結成を促進するために何をすべきと考えておられるか、ま

た町長にお聞きしたいと思います。 

 また、防災にはご近所の協力が最も大切だと私は思っております。「遠水は近

火を救わず」と申します。ご近所付き合いを大切にすること、あまり深入りし

ないがしっかりと互いを助け合う、こんな関係をつくることが大きな人災を防

ぎ、災害に強い町になると、私はこう思っておるんです。 

 自主防災組織について、組織の横の連携は大変重要だというふうに思ってお

ります。現在、自主防災会の管理は町の危機管理室の職員のみで管理監督をし

ておいでになるのではないかというふうに思いますが、職員の皆さんだけでは

管理は大変なのではないか。組織の活動を活発にしていく上にも、町、区を縦

横した組織づくりが必要と考えますが、考えをお聞きいたしたいと思います。 

 また、おのおのの組織について訓練の実施状況はどうか、併せてこれも伺い

たいと思います。 

 その訓練において、常備消防、消防分団と連携した訓練は行われているのか。

消防活動の後方支援、消火活動支援は想定されているのか。また、避難誘導等

の訓練は訓練の想定にあるのか。これもお聞きしたい。 

 消防・消火活動において初期消火は大変重要だと私は思っておりますが、初

期消火、避難誘導等の協力は自主防災組織にも協力をいただけるよう協議がさ

れているのか、伺います。協力を得る話合い、協議ができているのかも伺いた

いと思います。 

 この初期消火において重要になるのは、河川、ため池、海岸の海水、防火水

槽を水源とする小型消防ポンプ、また地域に張り巡らされた消火栓ではないか

と私は思います。 
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 そこで、自主防災組織ができる以前から、地区によっては小型消防ポンプを

所持している地区もあります。このポンプが能登町の地区防災組織にどれだけ

数あるか確認した経緯はあるか。あるとすればどれだけあるか、聞きたい。 

 また、消火栓であるが、地区によっては上水道の老朽により水道管の更新が

行われている。その時点で旧の消火栓は新しい消火栓に更新されている。能登

町全体で消火栓と称される設備は、どのサイズの消火栓が一体どれだけあるの

か、どう把握をしているのか、聞きたい。その上で、新しく更新された消火栓

について、誰がどのように管理し、どう使用するのが最良なのかもお聞きした

い。 

 漏れ聞こえてくるところによると、消防関係者のみが使用をすべきという声

が聞こえてまいります。しかし、私は、この時勢、特に能登町の町の人口減少

は大変著しい。全てにおいて高齢化、人員不足が叫ばれる中、自主防災組織に

おいてもこの消火栓を活用すべく協議を重ね、広く活用する方法を考えればど

うか。 

 先日も志賀町において火災が発生した際、隣近所の方々がいち早く俊敏に水

道を使って延焼を防ぎ、隣近所に声をかけ、けが人を出さなかったと広域消防

署長が火災延焼を食い止めた方々に対して感謝状を贈っておいでになる。 

 そこで、特に内浦地区は人口密集地が多く、この消火栓が特に必要ではない

かと考えております。広域圏内浦分署があり大変心強いのでありますが、この

内浦分署には人員が、我々から見ても、万が一のときは不足しているのではな

いかというふうに思っております。 

 こんな状況、これを補う補塡の意味も含めて、このことを地域の防災組織と

しっかり協議して、緊急災害が発生した場合、防火、防災を下支えできるよう

な自主防災組織と協議すべきではないかと考えております。 

 このような状況を踏まえて、消火栓の使用基準、訓練の在り方、消防署、分

団との協力関係をどう構築するのがベストなのか、対応をお聞きしたいと思い

ます。 

 ここまでで答弁をお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 市濱議員、通告にない質問も多々ございましたので、事前に通告を伺った数

値、実績、考え方等についてまず答弁させていただきたいと思います。よろし

いですか。 
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７番（市濱等） 

 どうぞ。 

 

町長（大森凡世） 

 まず、計画と実績につきましては、総務課長のほうから説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 蔭田総務課長。 

 

総務課長（蔭田大介） 

 それでは、市濱議員の質問にお答えいたします。 

 それでは、まず私のほうからは、計画や実績につきましてご説明をさせてい

ただきます。 

 議員がおっしゃるように、消防関係法令におきまして、防火対象物につきま

しては、防火管理者を定めまして、当該防火対象物について消防計画を作成す

ることとともに、消火、避難等の訓練を実施しなければならないとなっており

ます。 

 町では、民間所有の防火対象施設の数については把握しておりませんが、町

が所有する対象施設は行政庁舎や公民館、学校など合わせて８２施設ございま

す。 

 これらの対象施設には、施設の長である施設管理者が法令に基づきまして防

火管理者を選任しております。職員の異動に伴いまして、対象施設に防火管理

資格者が不足する場合には、その都度、新たな職員に防火管理講習を受講させ

まして対応をしております。 

 また、選任した防火管理者は消防計画を作成いたしまして、本計画に基づき

施設や設備等の点検及び整備を実施するとともに、当該施設における防火管理

業務を実施しているところでございます。 

 施設ごとの避難訓練を実施しているのかというご質問でございますが、訓練

の規模や時期は異なりますが、各施設におきまして、おおむね年１回以上、消

防訓練等を実施していると承知しております。 

 当役場庁舎の消防計画を参考に申し上げますと、自衛消防訓練といたしまし

て消火、通報及び避難の総合訓練を年１回以上実施することとなっており、今

年度の訓練につきましてはこの１０月に実施する計画で、現在、関係機関と調

整をしているところでございます。 
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 そして、訓練の成果につきましては、職員の防火、防災に対する意識が高ま

り、おのおのの役割分担や行動体制が確認できることで、実際の発災時におけ

る迅速な対応につながるものと考えております。 

 また、施設の消防用設備等の点検・整備体制につきましては、防火管理者が

自主検査や自主点検を行う一方で、消防法や建築基準法に基づく法定点検等で

ございますが、点検資格を有する業者と業務契約を締結いたしまして点検を行

っており、その検査、点検により不備欠陥事項等がある場合には、速やかに修

繕し、整備を行っているといったところでございます。 

 また、消火栓の配置と使用基準についてでありますが、消防法では、消火栓

は６５ミリメートルの口径を有するものとされております。現在、管内にはこ

れに準じた消火栓は８４７基ございます。 

 これらの消火栓は、水道事業者である町が設置し、維持管理を行っておりま

す。新しく更新された消火栓や既設の消火栓の設置場所等を、建設水道課の水

道管路マッピングシステム等により把握を行っております。 

 また、消火栓の使用者でございますが、基本的には消防及び水道事業者の職

員であります。 

 自主防災組織等が消火栓を使用できるのは、原則、訓練及び大規模な地震時

に発生した火災に限るものとなっております。消火栓を伴う訓練を実施する場

合は、最寄りの消防署、建設水道課へ事前にご相談をしていただければと思い

ますので、ご理解願います。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、私のほうから、事前にお伺いしておりました自主防災組織と訓練

につきましてお答えをさせていただきます。 

 まず、自主防災組織でございますけれども、現在、当町には５６の自主防災

組織が結成をされておりまして、地域防災力の強化に向けて活動されておられ

ます。 

 次に、他の市町との比較についてでございますけれども、各自治体において

自主防災組織の判断基準というのが異なっておりまして、一概に組織率の比較

というのはできないというふうに思っております。町といたしましては、地域

で防災活動への輪が広がり、そして多くの自主防災組織が結成されるように、

引き続き、広報紙や区長、町会長等の会合の場でご説明をしながらその活動を
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支援していきたいというふうに思っております。 

 また、町内によっては、人員が少なく組織としての活動が困難な地域や、少

子・高齢化、年齢格差、様々な要因によりなかなか結成が難しい地域もあろう

かと思います。 

 そのことから、町内に防災士の資格取得者を増やし、そして防災リーダーを

育成していくことで地域防災の水準を高め、防災・減災活動の強化につなげて

いきたいと考えておるところでございます。 

 次に、連携した訓練ということでございますが、町が実施する訓練としては、

町の総合防災訓練が、おっしゃることに当たるんではないかなというふうに思

っております。 

 今年度は、松波地区において洪水及び土砂災害を想定した訓練と、そして消

防団、自主防災組織などの参加を予定してございます。この訓練を通じて防災

関係機関相互の連携強化と防災行動を再確認していただきたいというふうに考

えております。 

 また、町内会や各団体等で実施する訓練については、それぞれの実情や内容

が異なると思われますので、地域の特徴に応じた訓練を実施していただければ

というふうに思っております。訓練の内容につきましては、うちの危機管理室

や消防署に相談をしたり、それから町の出前講座を利用していただければと思

いますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ７番 市濱議員。 

 ちょっとお願いがあります。一般質問では通告式を採用しておりますので、

あらかじめ通告した範囲を超えないようにご協力をお願いいたします。 

 どうぞ。 

 

７番（市濱等） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、先ほどちょっと聞きづらくて、ちょっと分からなかったところも

あるんですが、この新しい防災計画はできておるということですか。そして、

それに合わせた訓練は昨年はやったということですか、昨年はやってないとい

うことですか。 

 

議長（酒元法子） 

 蔭田総務課長。 
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総務課長（蔭田大介） 

 先ほど申しましたが、庁舎の防災計画では年１回実施することとなっていま

す。今年は１０月に実施する予定で考えております。 

 なお、ちょっと言い訳になりますが、昨年度は新庁舎移転後、コロナの関係

でどうしても実施することができませんでした。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 ７番 市濱議員。 

 

７番（市濱等） 

 昨年はどの施設もコロナの関係で訓練はできなかったということですね。設

備の維持管理は業者に任せておるというふうな話でしたね。計画にしても、そ

れから設備においても、般若心経でいうところの色即是空ですか。形あるもの

はなくなる。経年劣化をどうして長引かせるか。点検整備、計画も事あるごと

に見直して新しくしていくこと、これ以上のことはないわけです。ぜひやって

いただきたいなというふうに思います。 

 訓練は、重要事を成し遂げるには、日々の鍛錬、訓練が重要なことは、皆さ

ん重々承知であろうというふうに考えております。繰り返し訓練することで自

然と体にしみ込んで、災害に対する被害を最小限にするためにも、この道しか

ありません。この四六時中に計画立てをしっかりと訓練をして、万が一にも犠

牲者が出ないようにお願いをいたします。皆さんがおいでになることですから、

しっかりと計画を立ててやっていただきたいなというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移りたいと思います。 

 コロナ禍の避難、避難所運営についてということでお聞きしたいと思います。 

 家庭ごとに、また一人一人が避難計画を立てて災害に備えることは、最近声

高に多くの方々が提唱をされており、災害の警戒レベルに応じてどう対応すべ

きか、一人一人、個々人が、私の避難経路、マイ・タイムラインを立てて、日

常、常日頃から図上訓練をしておくことは非常に大切と思います。 

 マイ・タイムラインを立てるに当たって、町の指導、支援が必要だと思われ

ます。これに応える講習会、個人指導等を実施すること、窓口等を開設できる

か、お聞きしたいと思います。 

 さきの６月議会において、町長は答弁で４２の町営避難所があると答えてお

られます。災害の種類によって避難所、想定避難者が変化することもお答えに

なっておられる。 

 現在、コロナ感染症対策の中では、どの避難所においても収容人員のスペー
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ス確保は大変困難でなかろうか。今までの避難所の基準では、コロナ感染症対

策から見て不十分だと想定をされます。避難所におけるコロナ対策について、

コロナ禍の避難所運営について、今後町はどのような考えで取り組むか、お聞

かせをいただきたい。 

 次に、避難所における感染対策、指定避難所以外への避難について。 

 町が指定する避難所は、先ほども申し上げましたが、過密が心配される。最

近、国でも過密を防ぐために推奨しておる避難場所として、親戚や友人の家、

ホテル、旅館等が協議をされております。 

 町は、ホテル、旅館等と災害協定を締結し、避難所機能の強化、連携を図る

べきと考えます。ホテル、旅館等、宿泊施設へ自主避難した場合、宿泊費等を

補助することも重要だと。補助する考えはあるか、これもお聞きしたいと思い

ます。 

 また、親戚、友人宅へ避難した避難者に対して救援物資の配分をすることは

非常に大切だと私は思います。配分することができるように検討できるか、併

せてお聞かせを願いたい。 

 ここまで答弁お願いします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、マイ・タイムラインですか、個人が災害から身を守るためには適

切に避難をしていただくということが重要でございまして、災害時における個

人の防災行動計画というのを事前に作成していくことが大切であるというふう

に考えております。 

 そのマイ・タイムラインの作成につきましては、町のホームページにも掲載

してございますけれども、国土交通省の「かんたん検討ガイド」というのがご

ざいます。それを参考に作成することができます。 

 これにつきましては、まちづくり出前講座等でも幅広く普及啓発に努めてま

いりたいと思っておりますので、ご理解を願います。 

 また、コロナ禍の避難所の運営についてでございますけれども、町では、国

より示されておりますガイドラインに従いまして、町の感染症対策を踏まえた

避難所開設マニュアルというのを作成してございます。 

 具体的には、受付時に検温や健康チェックを行いまして、発熱とかせき等の

症状がある方と普通、症状がない方が交わらないようにゾーニングを行います。

これは受付からの動線も含めて、その症状がある方と一般の方の避難者を区分
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けするということでございます。 

 また、コロナ禍での避難所では、通常の２倍の居住スペースといたしており

まして、区画の広さを調整することになりますけれども、これによりおのおの

の避難所の収容人数が通常よりも少なくなるという、当然そうなります。そう

なんですけれども、災害の状況等を鑑みまして他の地区の避難所を開設するこ

とにより避難者を受け入れていくこととしておりますので、ご理解を願います。 

 そして、友人宅への避難、救援物資ということでございますけれども、町の

地域防災計画では「避難誘導等」というのがあって、そこにおいて「ハザード

マップ等を踏まえ、自宅等で身の安全を確保することができる場合は、住民み

ずからの判断で「屋内安全確保」を行う」というのが記載されております。こ

れは、安全な自宅や知人、親戚の家などで身の安全が確保できる場合は、その

屋内で安全確保を行っていただくということも選択肢の一つと言えます。 

 また、避難が長期にわたった場合、当然避難者への救援物資というのを配分

することとなりますけれども、配分場所は避難所が中心となりますので、災害

時におきましては配分場所まで取りに来ていただくということを前提としてお

りますので、ご理解願います。 

 そして、ホテル、宿泊施設との機能連携災害協定はあるのかということでご

ざいますけれども、現時点では災害協定というのは宿泊施設とは結んでござい

ません。 

 繰り返しになりますけれども、避難者の受入れにつきましては、現在の指定

避難所でおおむね可能というふうに判断をしておりますし、発生した災害や被

災者の状況等によっては避難者の収容人数を考慮して、地域外の避難所など、

可能な限り多くの避難所を開設し対応していきたいというふうに考えておりま

すので、ご理解をお願いします。 

 そして、宿泊費補助の制度ということでございますけれども、自主避難を宿

泊施設とした場合の宿泊費補助につきましては、都会のほうでは幾つかござい

ますが、宿泊施設と災害協定をもし結ぶということになれば、その協力体制や

宿泊費用等の保証など、個人ではなく施設への支援を考えていくことになると

いうふうに思いますので、ご理解を願います。 

 以上でございます。 

 

議長（酒元法子） 

 ７番 市濱議員。 

 

７番（市濱等） 

 タイムラインの作成は、ホームページにも載っているからしっかりそれも見
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ながら勉強をしてやれるということですね。そして、先ほども話しされました

が、物資は自分で取りに来いと、そういうことですね。それと、ホテルに避難

した場合は、協定が結ばれておる旅館、ホテル等は協定を結んだ時点でそれを

対応することを検討したいと、そういうことですね。分かりました。できたら

避難者には優しい、そういう政策でひとつ対応していただきたいなというふう

に思います。 

 それでは、３番目に移りたいと思います。 

 気候変動が著しく、日本全体で多くの自然災害が頻繁に起こっております。

町民に対するあらゆる防災・災害情報の伝達方法についてお聞きします。 

 現在、町は、避難情報、災害情報等、町民に対しての伝達方法はどのような

ものがあるのかということをお聞きしたいと思います。例えばＳＮＳのＬＩＮ

Ｅとかフェイスブック、ツイッターを活用し、緊急時、災害時だけでなく行政

の情報に町民がアクセスしやすい環境はできるかということもお聞きしたいと

思います。また、有線放送がよく流れておりますけれども、視聴率は把握して

おいでになるのかということもお聞きしたい。例えば、気象庁のホームページ

で「キキクル」などのアプリを携帯端末に登録するような、住民に働きかけは

できるかということもちょっとお聞きしたいと思います。 

 日本の市町で自然災害に対して被害のない自治体は僅か３％ぐらいだという

ふうに情報は伝えております。災害と称するものはいろいろなものがあります

が、このコロナ禍も一種の災害に私は映っております。交通事故は言うに及ば

ず、地球温暖化問題、２００海里に侵入する違反船も災害を引き起こしている

ように見えます。町には、こういう問題に対して集中的に対応する専門役職員

が必要ではないか。総務課に所属する危機管理室を、危機と称する事象、物事

に対して専門的に対応できる、専門の職員で構成する課に昇格する、充実を図

るべきではないかというふうに考えます。 

 昨年、数年前に課の縮小が図られましたが、経費は縮小していることであり

ましょう。昨年度は多くの交通事故が発生して、今年に入っても死者こそ出て

おりませんが、重大事故が後を絶ちません。先日も長坂にですか、事故が発生

しております。また、理解できない交通事故、コロナ事件、こういう事象を総

括して、交通安全はもとより、子供の見回り体制、コロナ対応、熊、イノシシ

対策など町民の生活の安全を脅かす危機において管理を一元化して町民の安

心・安全を担保すべきと考えますが、町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 蔭田総務課長。 
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総務課長（蔭田大介） 

 私のほうからは、避難情報や災害情報等の伝達方法についてご説明いたしま

す。 

 町には防災行政告知放送設備がございます。屋内告知端末及び屋外の拡声器

を通じまして避難情報や災害情報を伝達しております。また、町の能登町防災

メールでは、台風や大雪、津波などの警報や避難通知、地震速報などの情報を

メールでお知らせしております。申請していただければ、メールアドレスを登

録することで情報がお手元に届くようになります。登録は無料ですので、申請

される際は危機管理室または消防署までご連絡いただければと思います。 

 そのほか、防災情報につきましては、町の公式ホームページや有線テレビの

データ放送、番組を通じても情報発信をしております。 

 町の情報手段以外の手段といたしましては、議員もおっしゃいました、気象

庁のホームページからアクセスできる「キキクル」や民間の防災情報アプリな

どをスマートフォン等の携帯端末に登録して、すぐに確認できる状態にしてお

くことが有効だと思われます。また、携帯電話会社より送信されます緊急地震

速報も便利な手段と思われます。 

 ソーシャルネットワーキングシステムにおきましては、便利なツールではあ

るとは承知しておりますが、先ほど申し上げました町の情報伝達手段などを有

効に活用することで十分な情報を入手できるものと考えております。 

 なお、町の有線テレビにおきましては、現システムでの視聴率等の把握はで

きません。ただ、町全体での加入率は今のところ９６．５％となっております。

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 危機管理室のことでございますけれども、議員のおっしゃるとおり、危機管

理というのは一言でいうと、取りますと大変幅広いものになります。 

 町では、危機管理体制というのを重視いたしまして、平成２４年に組織の一

部改正を行いまして、総務課内に危機管理室等を設置をいたしました。現在は

４名の体制で事務を行っているところでございます。 

 課に昇格し充実を図るべきというご提案でございますけれども、町は、定員

適正化計画の中で全体的な職員数の削減に努めているところでもございます。 

 今後も、この限られた職員数の中で効率的、効果的に業務を行っていくこと
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とし、組織の協力体制をさらに強化し、個々の職員の研さんを一層積んでいた

だくことで対応していきたいというふうに考えております。本年度のコロナワ

クチンの対応でも全庁を挙げて対応していっておりますので、そういう形で行

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 ７番 市濱議員。 

 

７番（市濱等） 

 町長は新しい組織、課ということは今現在は考えていないというふうなこと

でありますね。また、情報伝達方法では、消防とか、それから総務課と相談し

てすればその情報を得る端末はいただけるというふうな話でしたね。 

 それでは、行政の最大の役目は、国民、町民に安心・安全を提供することだ

と私は思っております。産業、毎日の営みも大切ではありますが、安全・安心

が担保される後の営みであって、コロナ及び違法船舶及び巡航ミサイル及び近

頃は気候変動による多くの自然災害にもおびえ、はたまた熊、イノシシにもお

びえる現状を直視して、町の識者の粋を集めて、住民の生活、安全を守る抜く

集団の組織編成をもう一度求めたいなと思います。 

 町民に寄り添うことを自らの政治信条とされている大森町長に町民の安全・

安心を託した有権者が、このことによって一気に前に前進したと認識すると思

っております。今すぐ色いい返答は望みませんが、新町長の真新しい新年度に

は実現することを期待をしたいなというふうに思っております。 

 最後にお話ししたいと思います。 

 ウイズコロナ、これからのコロナ時代を想定した避難所運営に関して、ソマ

リア紛争の際の避難所、避難生活を基につくられたスフィア基準という考え方

があります。避難住民の人格を最大限に尊重し、尊厳を深める考え方ではあり

ますが、その中でも避難所スペースについて言えば、１人３．５平米、トイレ

については、男子２０人に１個、女性においては２０人に３個必要と説いてお

ります。そのスペースには、生活エリア、ミーティングエリア、男性・女性シ

ャワー・洗濯エリア等々、十分な避難所、避難場所、環境を想定しております。 

 私がここで申し上げたいことは、今後、町で新しい施設が整備される際には、

全ての事業において、僅かでもいいですが、避難所性能、機能を備えたものを

考えていただきたいな。特に避難所として最も大切な生きるための水、水源は

貯蔵タンクを施設の地下に埋設するとか、また排せつ物は下水道ではなく耐震

浄化槽タンクを備えるべきと考えます。下水道は延長が長く、途中で破断する

リスクが大きく、まさかのときに役に立つか心配であります。 
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 たくさん町長に求めましたが、ぜひ実現を見るよう、このようなことを提唱

申し上げて、質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、７番 市濱議員の一般質問を終わります。 

 それでは次に、４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 公明党の田端雄市と申します。 

 今回の質問は、昨年９月に馬場議員が質問しましたデマンドタクシーについ

て、その利用率に絞って提案をしていきたいと思っております。 

 本事業は平成２４年からスタートをし、約１０年運行されてきました。その

間、多方面からの評価もいただき、今日に至っていると聞いております。 

 しかし、１０年もたってくると、環境も人の考え方も大きく変わってきてい

ると考えるのが当然であります。そのときそのときの利用者である町民のニー

ズにどこまで応えてきたのか、常にＰＤＣＡのサイクルを念頭に自らに問う姿

勢が重要と考えております。いかなる事業も、現状や過去の成功に安住したま

までは時代の波に取り残される。ニーズを捉え、ニーズに応える。考えていな

かったとは言いませんが、しかし、行動を起こさなかったと言わざるを得ませ

ん。馬場議員も、利用度を上げるため町民が使いやすくなる見直しをと質問を

し、前持木町長は、利用回数は減少しているが会員登録は増加傾向にあるとの

答弁でありました。 

 先日、会員登録数、利用客数を確認したところ、登録数は過去３年の平均で

４１４人、利用客数は年に１，５４１人でした。この数字から見ますと、利用

客数は登録数の約３割程度になっております。誰が見ても残りの７割はどうな

っているのかが気になると思います。町は、この登録数と利用客数とのギャッ

プをどう認識をしているのか、お答えを願いたいと思います。 

 さらに、答弁は、知らない方への周知を徹底したいとのことでありましたが、

その周知につながる行動はどのようなことをされたのか、これもお答えを願い

たいと思います。 

 この質問は、利用客のニーズをきちんと把握できているのかを私は問いたい

のであります。最も基本的なことでありますが、登録者のニーズを酌み取り、

課題を明確にするためアンケート調査を実施すべきであると訴えるものであり

ますが、実施する考えはありますか。実施しないのであれば、そのほかの方策

がありますか。答弁を願いたいと思います。 
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議長（酒元法子） 

 諸角企画財政課長。 

 

企画財政課長（諸角勝則） 

 私のほうからは、登録者と利用客とのギャップの認識についてというご質問

に対してお答えしたいと思います。 

 当町におけるデマンドタクシーは、事業当初、３度の実証実験を経て運用が

開始され、その際に会員登録制度を導入し、利用希望者に会員登録していただ

き利用されております。 

 令和２年度末現在の会員登録者数は４２８人、利用人数につきましては年間

１１９人、延べで申しますと１，４５７人となっております。 

 毎年、お亡くなりになられた方や施設などの入所等により、今後利用されな

い方は名簿から削除するなどの整理を行っておりますが、事業当初の登録時に、

利用しなくても登録だけされている方や、最近では運転免許返納の際に、今す

ぐには利用しなくてもいつでも使えるようにと登録だけ済まされる方が多くお

られます。会員登録に対し利用者が３割程度となっていることについては、こ

ちらのほうで認識しているところでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 デマンドタクシーの周知ということでございますけれども、昨年１１月の広

報においてデマンドタクシーの制度について周知をいたしております。そして

来月、１０月号の広報にも周知を行う予定としております。 

 そして今後につきましては、不定期とはなるとは思うんですけれども、広報

のほか、ホームページや有線テレビのほうで周知していくことといたします。 

 また、タクシー内でのチラシを置くとか掲示をするとかということで制度の

周知を今後図っていきたいというふうに思っておりますので、ご理解をお願い

いたします。 

 そして、アンケート調査ということでございますけれども、平成２９年の７

月にデマンドの利用者に対して「お客様の満足度やご意見」ということでアン

ケートを実施いたしております。ちょっと時間はたっておりますけれども、こ

のアンケートでご意見のあった一部でございますけれども、タクシー事業者の
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協力を得まして、今、上程している関係もございますけれども、おかえり便１

便増便を本年の１０月から実施する予定としておるところでございます。 

 また、平成２０年度に策定いたしました能登町地域公共交通総合連携計画と

いうのを令和４年度、来年度に改定をする予定でございます。その改定作業の

中で、地域公共交通の利用者、そして交通弱者に対してアンケート調査を行い

ます。その結果を地域公共交通会議兼協議会にお諮りをし、計画に反映してい

きたいというふうに考えております。 

 また、利用者の声というのはタクシー事業者を通じてお聞きはしております。

対応できるものについては一つ一つ解決するよう努力していきますので、ご理

解お願いします。 

 

議長（酒元法子） 

 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 まず、１点目の登録数と利用客数のギャップを認識しているということでご

ざいますけれども、認識をして、先ほど続いて町長からの答弁もありました。

これからアンケートも取りながら進めていくということなので、前向きな姿勢

は評価したいと思いますし、これからしっかり取り組んでいただきたいなと思

っておりますけれども、やっぱりもうちょっと掘り起こしてほしいんです。こ

の７割の人らがどんな思いでおるのかというのをしっかり掘り起こしてもらい

たいなと思います。４１４人ぐらいやったら、これ６エリアあるんやね。５業

者か。その人らがちょっと手分けすれば、すぐこのアンケートみたいなのは取

れるような状況でないかなと私は思います。だから、先ほど周知の方法として、

タクシーの中に案内を置くとか、それから広報に載せるとかというのはもちろ

ん評価しますけれども、本当にすくい上げるような思いで、利用客、登録者の

思いをすくい上げてほしいというような思いがしております。 

 地域公共交通の重要性につきましては今さら改めて言うことではありません

けれども、どこまでも交通弱者が生活弱者になっている現状を何とかしないと

いけない、こういう思いで話をさせていただいております。「弱い立場の人たち

が暮らしやすい社会は、全ての人が安心して暮らせる社会なんだ」と、こうい

う言葉があります。公共交通は町の最重要インフラだとの思いで取り組んでい

ただきたいと思います。 

 当初、デマンドタクシーの運行事業の期待は、病院、商店街、それから公共

機関などへの乗り入れ、連携が主であったため、現在の到着場所になっている

と思います。しかしながら、現在、生活者の行動様式は多様化し、同じ病院と
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いってもクリニックもあります。また、利用者の得意な商店もある。こうした

要望に一つでも応える対応ができないか。私の考えですけれども、アンケート

調査を基に大いに議論を重ねてほしい。また、先ほどお話あったとおり、令和

４年には交通会議でしっかりアンケート調査を実施していくということですの

で、そこでしっかりとこの気持ちを、町民の気持ちをすくい上げて、本当にそ

こから次の課題を見つけていっていただきたい、こんなふうに切に思うもので

あります。 

 私、デマンドタクシーの事業は、今回、改めて大いに評価を持つに至ってお

ります。それは、この事業が町内全域をカバーしておる。ある部分じゃなくて

町内全域をカバーしておるということが大きな希望になっておるんじゃないか

なというふうにして私は思います。それも陸運局が認めた中での話ですので、

これはすごいことだと私は思います。そこからどう枝葉を出していくかという

ことがこれからの課題になるのではないかなというふうにして思っております。 

 以前にも指摘をいたしましたが、全国の路線バスは撤退を続けて、本町もい

つその憂き目に遭うか分からないのが厳しい現実であります。万一の撤退後の

対応を、このデマンドタクシーの運行を基本にしていけば対応が可能であると

私は考えているから評価をするものであります。車の大きさ、また路線や時刻

はその時点で検討すればよいけれども、十分に対応可能なものと私は考えてお

ります。 

 だからこそ、今、もう一回このデマンドタクシーの事業をもっとさらに充実

したものにできないか、このように考えて提案するものであります。 

 次の質問でございますけれども、同じく公共交通の話ですが、宇出津市街地

内をタクシー利用で移動の確保をできないかという提案であります。 

 私は従来から、宇出津市街地内の循環バスの運行を切望してきました。本年

４月に、私の同志の公明党員とともに町長に要望もさせていただきました。 

 今回、さきに述べたデマンドタクシーの運行の状況を考えながら、大事な町

の資源であるタクシー事業者をより効果的に利用することができないかとの考

えに至りました。経費を抑え、効果を期待する運行をということであります。 

 循環バスは、その車両の購入からして経費がかかる。また、新たな運転手は

なかなかおられないというのがどこの自治体の悩みでもあります。 

 そんなときに出会った記事が、奈良県田原本町の、いわゆるタクシーを利用

した事業でありました。田原本町では、対象者を７５歳以上の高齢者などと限

定した上で初乗り運賃６８０円を全額町負担にして、年間２，４００万円の経

費で運行しておりました。 

 今、私が提案したいのは、宇出津市街地内の運行を、対象者を限定し、初乗

り運賃の半額を補助する町独自の事業として実施したらどうかということであ

59



ります。田原本町は人口３万２，０００人、初乗り運賃の全額補助ですから、

単純に考えて、本町で実施してもその４分の１、もっと多分少なくなると思い

ますけれども、４分の１以下になります。デマンドタクシーの事業は、町内各

地から町民を宇出津市内まで運びます。その後の市街地を従来のタクシー事業

者にということにもつながってまいります。 

 これは、さきのデマンドタクシーの利用率の向上にもつながると考えますし、

先ほど述べましたが、利用客の多様化したデマンドタクシーの使い方は様々で

あります。病院だけではない、役場だけでもない、ほかに行きたいところはた

くさんある、そうした要望に最大公約で考えられる、答えられる対応はないの

か、そうした様々な要望に応えられるのではないかと考えています。「街歩きチ

ケット」などと名づけして購入いただき、普通のタクシーの乗り方のまま利用

ができる形であります。 

 このような提案をしますと、また金のかかる話かと執行部にはありがたくな

い話かもしれません。しかし、町の姿勢一つだと思います。さきの田原本町で

は、しっかりと全額を町が負担し進めております。本町の高齢者は、今や６５

歳以上は５０％を超えるところであります。この方々をどう遇していくのか、

これは町の姿勢が問われる問題でもあります。 

 私は、この方々を町の資源としてどう生かしていくのか、この視点で考える

時期が来ているのではないか、また、庁内に新しい課を設けるくらいのつもり

でとも考えております。 

 もちろん新たな交通路線やシステムは、関係者の合意や陸運局の許可も必要

となり一朝一夕には進みませんが、利用者である町民の期待に応える行動は不

断に絶えることなく続けていかなくてはいけないというのが、また政治の姿勢

であります。 

 町独自の宇出津市街地運行のタクシー事業について、ニーズを酌み取るアン

ケートの実施や、できれば実証実験を実施するなど、さらに一歩進める施策を

切望するものであります。答弁を求めます。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 今、田端議員がご提案された奈良県の田原本町というのは、今、宇出津地区

を限定された形で多分例を挙げられたのかなというふうに思いますけれども、

田原本町の町の面積というのは２１平方キロメートルということで、能登町の

約８％ぐらいの広さの町でございます。そういった意味では、同様の制度設計
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というのはなかなか困難であるというふうに考えます。宇出津地区限定という

考え方においても、ちょっとすぐその制度設計が可能かというとちょっと難し

いのかなというふうに今は思っております。 

 その辺も含めて、今回のご提案も含めて今までの様々なご提案を、先ほど申

しましたけれども、令和４年度予定の能登町地域公共交通計画の策定時におい

て、その協議会のほうに提案をして協議をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 分かっていらっしゃると思うんですけれども、地域公共交通の事業は、あく

までも交通会議で承認を受けて、陸運局の許可をいただき、そして交通事業者

での運行となりますので、弱者の利用者の方がよりよく利用できるような方法

を模索してまいりたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 

議長（酒元法子） 

 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 先ほどお話ししましたとおり、今回の提案につきましてはもちろん関係者、

それから陸運局も関係します。もちろん財源も考えなくちゃいけない。もう２

段組み、３段組みの提案になるかなというふうに思いながらも言わせてもらい

ました。でも、言わないことには一切前へ進まないという思いだけの話でござ

います。 

 ただ、しっかりと、どういうふうに、本当にこの町に住んでいてよかったと

いう高齢者がより増えてくる。先ほどの田原本町の話でいいますと、確かに８％、

全く距離がちっちゃいところなんですが、私はそういう意味では宇出津地内だ

けで取りあえずは提案させてもらいました。そしてまた、整合性という問題も

もちろんあります。いろんな三波地区、鵜川地区はどうするんやということも

もちろんありますので、それはまたそのときそのときに考えていかなくちゃい

けないという問題はたくさんあるんですが、でも一歩進めることによって次の

また道も開けてくるということも私は思っておりますので、改めてこの交通会

議に通るような形でぜひまた検討して進めていただきたいと、このように思っ

ております。 

 最後に、私のこの質問でございますが、こんな公共交通の話を考えておりま

して、私自身、地域公共交通の基本条例の制定をしたらどうか、こういうふう

にして考えるようになりました。 

 なかなか公共交通の基本条例はほかの自治体はつくってなくて、石川県内で
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も加賀市が、これは町がつくったものでありますけれども、条例としてつくっ

てあります。ただ、条例はしっかり意識をそのように持っていくという意味で

必要なんじゃないかなと、こんなふうに思いながら質問をさせていただきたい

と思います。 

 公共交通に関する質問は、私だけではなく、過去何度も質問や提案が重ねら

れてきたと思います。しかしながら、なかなか進まない、受け入れてもらえな

いという感想を持っています。これは、町当局と交通事業者、町民などの一緒

につくり上げるとの協働の方針が明確でないからではないかと考えるに至りま

した。 

 町は、決められた財源の中での仕事として捉え、どうしても後回しになる、

この姿勢がいま一つ町民に寄り添った対応にならない。結果、町の計画に事業

者や町民が合わせるよう、上から目線の施策となってきたのではないかと思い

ます。 

 協働のまちづくりは、前町長がよく言われておりました。今後もこのテーマ

は大事な視点であります。ならば、いま一度この協働のまちづくりの原点とい

うものを明確にし、常に事業を見直し、町民に満足され、地域を活性化させゆ

く基準として条例を定めるべきではないかと考えております。 

 私は、条例は、課題を示し、あるべき姿、方向へ進める原点とも言うべきも

のだと考えております。あるべき姿、方向へ、町の責務、そして交通事業者の

責務、また事業者や町民の責務を明確にし、課題解決への行動を促す条例であ

ります。 

 今回、私は案として作成をいたしましたので今回提出をいたしました。機会

があれば参考にしていただければと思っております。 

 町長は、地域公共交通基本条例を制定する考えはありますか。また、諾否い

ずれでもそのお考えをお聞かせ願いたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、基本条例の制定ということでございますけれども、現状では条例

制定という考えは、今のところございません。条例制定することによっていろ

んな縛りがかかったり、やらなくてもいいようなこともやらなくてはならなか

ったりすることもございますので、今のところは今模索している最中でござい

ますので、柔軟に対応していきたいというふうに考えております。 
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 今後とも地域の公共交通の課題に向けて、協議会のほうで協議を諮っていき

すので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ４番 田端議員。 

 

４番（田端雄市） 

 基本条例を制定するというのは、今ほどお話あったとおり、やらなくていい

こともやらなくちゃいけないという話も出てくるので、大変やっこいな話かな

と思います。しかし、逆に本当に交通事業さん、協力を本当に持ってもらいた

い、また町民のできることはやってもらいたい、この一つの方向にみんなで進

もうやないかというのが私は条例だと思うんですね。確かに縛りかかります。

私も実際に、私のつくった条例の中には町もしっかりやってくれということも

書きましたし、そういう縛りがかかりますけれども、でも、事業者、町の責務、

交通事業者や事業者または町が、町民が本当に一緒になって町をつくっていく

ためにはこういう方法がいいんじゃないか、そういったものがあれば、私はも

っと進むんでないかなというふうにして思って提案させていただいておるわけ

でございます。 

 いずれにしましても、どういう形になっても町はこれは進めていかなくちゃ

いけない大事な事業だと思いますので、来年、しっかりまたいろんな形の会合

を持たれるようでありますので、できれば議員も、議会のほうも何らかの形で

関わって、途中経過も一緒につくり上げていく、そんなことも考えてもらえれ

ばなと思っております。 

 どうか共々につくり上げたというものがあればいいな、このように考えてお

りますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、４番 田端議員の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（酒元法子） 

 ここでしばらく休憩いたします。１０分間の休憩。２２分からです。（午後２

時１２分） 
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再   開 

 

議長（酒元法子） 

 それでは再開いたします。（午後２時２２分再開） 

 １４番 鍛治谷議員。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 昼が過ぎて少し眠くなる時間です。そして、私自身も年齢を重ねております

が、こうやって立つとどきどきいたします。 

 それでは、私は、さらなるコロナ対策で子供たちを守れ、こんなふうに副題

をつけて質問したいと思います。 

 ２学期が始まって、これでちょうど２週間過ぎました。感染症の専門の方の

お話では、この２週間が感染の鍵になるというふうによくテレビで言っておら

れました。本日まで無事に経過して一安心というところですね。 

 能登町民の大半の方は、毎朝の新聞で４１の数字が今日も同じだ、今日も一

緒やったね、そんな思いで心を安らげているというふうに思っております。そ

れでも今朝の北國新聞では、どこなのかは分かりません。県内で園児６名、小

学校の児童が３名というふうにたしか出ていたように思い、孫を持つ私とすれ

ば、うちの孫の近くじゃないかしら、そんなふうに怖い思いもしております。 

 この９月の定例会議で、放課後児童クラブや私立認定こども園にそれぞれ８

０万円のコロナウイルス感染対策費が国庫事業で追加補正として計上されてお

り、心強く思っております。 

 それでは、通告に上げました質問の第１に入ります。 

 コロナに対する幼児、園児、小学校児童、中学生生徒、こんな子たちを抱え

る保護者の方や家族の方の不安感、焦燥感もしくは危機感は、想像以上のもの

であると思います。もしも罹患、もしもかかった場合、生活空間を共にする家

族はどうすればいいのか。幼い子供を隔離することは難しい。濃厚接触はどう

しても避けられない。食事はどうする。買物はどうする。お風呂は。寝室は。

そんなことを矢継ぎ早に訴えてこられたお母さんがいました。 

 保護者や家族の方は、保育所や学校の今の状態をしっかりとは知らないんで

す。マスクやアルコール消毒、検温ぐらいは十分だろうけれども、実は空気清

浄機はあったような話があるけれどもあるんだろうか。便所の手洗いって何や

らこんながあるげんてとかという話はしていますが、本当に見たわけでもない

し、大変いたずらに心配されているのが現状だと思います。 

 そこで、町が保育所、保育園や学校で、これまでに実施してきた感染症対策

を具体的に示して、不安でいっぱいの保護者や家族の方の心を和らげるべく説

64



明してください。 

 あわせて、対応済みのほかの施設でも、また指定管理施設、そういうところ

でもどのようになっているかについても同時にお答え願えればありがたい。 

 そして、この質問の最後には、提案ということになるかもしれませんが、よ

り安全・安心を求め、光触媒コーティング、大変な力を発揮するらしいですが、

私の働いているところでもやって、これをやったおかげかどうか分かりません

が今のところ陽性は出ておりません。光触媒の力を感じてはおります。 

 そして、こういうものを抗ウイルス対策、抗ウイルス加工として学校校舎や

スクールバスに塗布、いわゆる塗って施工すれば、その効果は大変大きいと聞

いております。ますます強力な感染力を持つウイルスに変容している。これか

らの対抗策として必要な手段と考えます。町は抗ウイルス対策に取組を検討す

べきと思うが、検討、計画の意思はあるか。 

 以上、現況についての報告と光触媒コーティングなどに対する思いをご答弁

願いたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 それでは、まず私のほうから、児童福祉施設の状況についてご説明いたしま

す。 

 まず保育所においてですけれども、国が示しております保育所における感染

症対策ガイドラインに基づき、日々の消毒など感染対策に努めております。 

 現在までに、公立４園につきましては、マスク、アルコール液等の消耗品の

購入のほか、非接触式体温計、ソープディスペンサー、抗ウイルス対応の空気

清浄機、滅菌線消毒保管庫等を配置し、また、接触機会の削減にも資すること

からＩＣＴ化を兼ねタブレット４台を導入するとともに、手洗いの自動単水栓

への改修を実施しております。 

 私立の２園につきましても同様に、マスク、アルコール液等の消耗品の購入

のほか、非接触式体温計、皮膚赤外線体温計、次亜塩素酸空間除菌脱臭機、加

湿空気清浄機、自動センサー付消毒液スタンド、食器乾燥機、抗菌対応掃除機

などを配置するとともに、手洗いの自動単水栓への改修を行っております。 

 また、児童館、学童保育につきましても、マスク、アルコール液等の消耗品

の購入のほか、非接触型体温計、自動アルコールディスペンサー、オートソー

プディスペンサー、体温検知機能付顔認証カメラ、抗ウイルス空気清浄機、次

亜塩素酸空間除菌脱臭機、抗菌対応掃除機、高温スチームクリーナーなどを現
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場からの要望に基づきまして設置をし、対応している状況でありますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 山下教育委員会事務局長。 

 

教育委員会事務局長（山下栄治） 

 それでは、小中学校の現状についてお答えいたします。 

 小中学校においては、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生

管理マニュアルに基づきまして、マスク、アルコールによる手指消毒をはじめ

とする日々徹底した感染症対策を実施しております。 

 そして、各教室につきましては、換気を小まめに行うとともに、昨年度２学

期に各学校の普通教室、職員室、保健室等に空気清浄機を配置いたしました。

また、普通教室等には室内の空気循環を目的とした扇風機、非接触型体温計、

サーモカメラも配備し、児童生徒の体調管理や来校者の検温に役立てておりま

す。 

 そして、校内のアルコール消毒等につきましては、全校に配置した外部人材

等により、授業で使用した部屋の机や出入口のドアの取っ手、階段手すり、水

道の蛇口など手に触れる箇所を重点的に消毒作業を行っております。 

 今後も安全・安心な日々が送れるよう、新しい生活様式を定着させた学校の

施設管理運営に取り組んでまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 今ほどご説明いたしました保育所や小中学校のほか、指定管理施設を含むそ

の他の公共施設につきましても、非接触型体温計や消毒液、アクリル板、空気

清浄機、手洗いの単水栓を設置いたしておりまして、安心してご利用いただけ

るように感染防止対策に努めているところでございます。 

 また、行政庁舎につきましても同様の感染防止対策を取っておりまして、さ

らに窓口を中心に随時カウンター等を消毒しておるところでございます。 

 公共施設全般につきましては、まずはご利用いただく皆様の安全と安心の確

保を第一と考え、環境の整備に取り組んでおりまして、今後、コロナの感染状

況や日々変異を繰り返す変異株の流行状況を注視いたしまして、必要に応じて

対応してまいりたいたいというふうに考えておりますので、ご理解をお願いい
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たします。 

 そして、光触媒コーティングでございますけれども、ちょっと調べましたと

ころ、これは二酸化チタンというのをメイン成分として作られたコーティング

剤でありまして、太陽や室内灯の光が当たることで酸化還元反応を起こしまし

て、無害な水や二酸化炭素に分解することにより、抗菌や空気の浄化、汚れ防

止といった効果を発揮し、コロナのウイルスにも効果的というふうにされてお

ります。人体への安全性も実証はされておりまして、抗菌効果も高い。そして、

安心して使用するできるとされております。しかしながら、施工にかかる費用、

それから床、机、椅子といった直接摩擦が生じる箇所での耐用年数というのに

課題があるということでございまして、全学校施設での導入は今のところ予定

はしてございません。 

 先ほどご説明したとおり、保育施設や学校施設等では、消毒作業を徹底し、

感染防止対策にしっかりと取り組んでまいりますので、ご理解をお願いいたし

ます。 

 

議長（酒元法子） 

 １４番 鍛治谷議員。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 大変丁寧な説明をいただきました。私のほうで勝手に話をまとめるような形

になりますが、国が示す保育所におけるガイドライン、学校における衛生管理

マニュアル、こういうものをしっかり守ってやると。そして、いっぱい機材や

ら施設の名前をおっしゃってもらいましたが、いずれにしても、アルコール、

マスクから始まって空気清浄機、それから換気扇、いろんなことに関して、で

き得ることはしているというふうに考えてよろしいのかなというふうに思って、

これだったら子供たちも大丈夫かなというふうには思います。 

 ただ、子供たちは外部との接触があります。そういうときに学校で菌を拾う

のではなくて外部から持ち込んでいくという可能性もありますので、私は、光

触媒みたいなものをお勧めしているわけなんですが、この間、宇出津小学校で

も給食室にお邪魔したら、アクリル板がしっかり全部立って、一人一人がご飯

を食べれるようになっておりました。こんなふうにやっているんだ。 

 実は、トイレも行ってきました。こんなふうに触らなくても手が洗えるんだ

というふうに感じております。 

 ただ、私のほうから光触媒のことを提案いたしましたが、費用の面、それか

らもう一つは摩擦する床とか触るところがずっと効果があるかないかの疑問が

あるということで、しかも大変費用がかかるとおっしゃっているんですが、別
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段、他の市町の比較やら近隣の市町と比較するつもりはありません。ただ、８

月２０日に北國新聞で、輪島市が２，２００万で１１の保育所、幼稚園にこれ

をするというふうに出たときには、やっぱり金かけてでも子供を守りたい。一

歩でも二歩でもできることをもう一つしておこうという意思の表れかなという

ふうに思いました。 

 それから、私はこのことを調べているときに、役場職員の何人かとお会いし

ました。私が光触媒しか知らない、そんなときでも、もっともっとほかの抗ウ

イルス対策の触媒のことも知っている、勉強している職員の方がおいでます。

私が会ったのは教育委員会の方でした。大変よく調べているなというふうに思

っています。 

 ですから、町長、もう一度お尋ねします。なるほど今は費用もかかるから、

今のところやる予定はありませんと。今の対応でやりたいということですが、

もしも国庫補助とかそういうものがどこかで出た場合、まず第一にこれに取り

組んでほしいというふうに私は思うんですが、町長のご意思を再度尋ねたいと

思います。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 多分、輪島市の場合は、小学校で感染者が出たというところで早急な対応に

至ったというふうに感じております。光触媒をすることによって、ある程度は

抗菌の作用が出ると思うんですけれども、それをしたからといって全然安心・

安全というわけではないので。まして消毒作業というのを怠慢になったのでは

ないかなというふうなことも感じますし、今のところはお答えは避けさせてい

ただきたいなというふうに思います。すみません。 

 

議長（酒元法子） 

 １４番 鍛治谷議員。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 無理強いをするつもりはありません。ただ、ワクチン接種ができない１２歳

以下の子供たち。これは小学生でいうと、今現在、誕生日を迎えた子たちが１

２歳になります。この子たちは接種を受けることができます。ただ、そこから

下というのはないわけなので、テレビの報道なんかによると、小さいお子さん

がかかったときは重症化しにくいというようなデータが出ておりますが、ただ、
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ウイルスそのものがどんどん強力になっているから、どうなるか分かりません。

ぜひぜひ町長の心の隅に、これに対しての取組をどこかでする日が来るのかも

しれないというような準備をしていただければありがたいと思います。 

 それでは次の質問に移ります。 

 今年の夏は連日３０度を超えるとんでもない暑い日が続きました。水分補給

に随分苦労しましたが、９月に入ってこの１週間ぐらい、朝晩めっきり涼しく

なったじゃなくて冷え込んで、朝起きたら長袖を着て、どこかへ出かけるとき

は少し太陽が上がってきて半袖に替える、こんなことをやるのに本当に苦労し

ております。近年の地球規模の異常気象は夏が暑いから冬も暖かいだろうとい

うことはまず考えられません。むしろ夏は酷暑、冬は極寒、そんな冬になるか

もしれません。 

 そこで、質問の１点目として、除雪対策事業費について質問したい。 

 予算決算のベースでいきますと、令和元年度はほぼ１億５,０００万の決算で

暖冬だったんですね。約６，１００万で済んでおります。令和２年度は、ほぼ

１億６，０００万の予算を計上して、実は決算ほど増えていますかね、２億２，

０００万ほどかかっております。今年度は１億２，３５６万８，０００円と１

億２，０００万余りの予算が振ってありますが、これを予算化するときに昨年

と比べて、それから５年、１０年のトータルを見て、基本的に予算計上は過去

の予算をベースにして算出し、その年の冬の積雪量等々で除雪費用に金がかか

るから、必ず補正して増減修正するのかお示し願いたい。 

 次、２点目のほうに移ります。 

 小型除雪機の購入補助について尋ねたいと思います。 

 過去８年になりますか、それから今年度まで、今年度は３台ほど申請があっ

たようですが、トータルでこの３台を入れても７件、少し除雪機の購入補助の

申込みが足らないんじゃないかなと思いますが、補助金の交付要項を見ると１

団体１台限り、助成金は４分の３か限度額６０万のいずれか少ないほう、維持

管理、運行の一切の費用は町内会費等の負担。交付の日から１０年間の維持管

理義務があるなどとあって、例えば町内会では欲しいなと思っても購入資金、

保管場所、これを操作できるオペレーター、こんな人がいるかどうか。いろい

ろ考えると、なかなか購入申請も難しいのかもしれません。 

 あわせて、この補助についての情報提供についても、町会区長会連合会の会

合資料には出ているかもしれませんが、知らない人も大変多いと思います。試

しに過去３年ほどの広報のとを一生懸命めくって探しました。辛うじて２０１

９年１１月号で、これだけのページで出ておりますが、訴求力はありません。

もっともっと案内する、アナウンスする、ＰＲする、そんなふうにしなければ

いけないと思います。 
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 そして質問ですが、これは平成２５年７月１日からこの補助を始めています

が、今年で丸８年経過しました。もっと短期リースとか、オペレーター講座の

開催とか、いろいろみんなが使いやすいように修正して、もう一度この事業を

続けてほしいと思いますが、今現在はどんなふうになっているか。 

 この２点についてご答弁願います。 

 

議長（酒元法子） 

 兄後建設水道課長。 

 

建設水道課長（兄後修一） 

 まず、除雪費の予算決算についてのお問合せということで、建設水道課のほ

うでご説明させていただきたいと思います。 

 今９月の議会、令和２年度決算にありますように、議員おっしゃるとおり除

雪の対策の費用ですが２億２，０００万を要しております。この中で一番大き

な経費であります委託料は１億８,０００万を超えて、平成２９年度の豪雪とほ

ぼ同様な予算となりました。 

 令和３年度の予算を先ほどおっしゃったとおり除雪対策費に１億２，３５６

万８，０００円を計上させていただいております。これは過去１０年間の平均

から委託料にまず７，６５１万８，０００円で、おっしゃったように令和２年

度の当初予算の委託料の中でも１億８８８万７，０００円を計上しております。

比較しますと３，２３６万９，０００円の減額、マイナス予算であります。 

 ただ、社会資本整備総合交付金事業におきまして２，３００万を雪寒指定道

路、約２２０キロございますが、この路線に要する費用、除雪費用として、令

和２年度が豪雪であったことにより、除雪に係る補助事業として国のほうから

認めていただき対応するものであります。 

 平成２９年度の豪雪は月ごとにも大雪を観測しておりますが、加賀地方では

大雪による通行不能の道路が多く発生した。それから、奥能登の中心に異常低

温を記録しまして、水道管が破裂したり凍結してというような状況があったか

と思います。 

 令和２年度は、１２月の暮れから降り始めた雪が１月の中旬まで降り続きま

した。ほぼ毎日のように除雪車の出動することになりまして、年度末に向けて

委託料が不足するということで補正予算をいただく結果になりました。 

 今年度の降雪の見込みは、異常気象の要因とされる赤道上の海水面の温度が

今年に入り正常化しているということで、平年並みの降雪になると予測してお

ります。ただ、昨年のような大雪になる可能性もあります。低温になるかもし

れませんし、雪の降り方次第では補正予算で対応させていただくこともありま
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すので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 小型除雪機購入の補助制度ということでございますけれども、町内会等が購

入する除雪機に要する費用の一部を町が補助するという制度でございまして、

おっしゃるとおり平成２５年度から昨年度までに４つの町内会が利用されてお

ります。今年度も３つの町内会より申請が提出されているというところでござ

います。 

 小型の除雪機は、大型の除雪車が入ることのできない狭い道路の除雪や、高

齢者及び一人暮らしの家庭における除雪作業の地域での共助となりまして、大

変便利なものであるというふうに思っております。 

 しかしながら、機械の保管場所、おっしゃるとおりオペレーターの確保、そ

して維持管理等を考えた場合に、町内単位で保有するのは難しいというお声も

お聞きしておるところでございます。 

 本制度につきましては、令和４年度で約１０年たちますので、事業を廃止し

ようかという話は出ているところでございますけれども、それ以降は新たな補

助制度というのをまた違った形で、まとめた形で計画をしておりまして、その

中で制度設計を考えておりますので、引き続き、おっしゃるとおり除雪機の助

成制度についてはなるべく周知をしてまいりますので、ご理解をお願いいたし

ます。 

 

議長（酒元法子） 

 １４番 鍛治谷議員。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 では、この件についての、雪害対策についての、実は私の本命を今から質問

いたします。 

 大変色よい返事をもらえそうもないのかもしれませんが、高齢化社会の雪害

対策に消融雪装置をと。私は実は融雪装置というふうに言っていたんですが、

担当課に聞いたら、消すが頭について消融雪装置と言うそうですが、すみませ

んけれども、うまく消融雪と言えないですから、融雪装置というふうに言いま

しょう。 

 急激な高齢化社会の現実は、ママさんダンプどころかスコップでさえもうま
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く操作できなくなった。体力がなくなった。そんなことが大変多くなっており

ます。ありがたいことに、当町では５８０路線、延長３８１．１キロといいま

すから、金沢まで行って帰ってもう一回行くだけの距離やね。これだけの距離

を明け方４時、５時から除雪作業車が動いて大変感謝しております。ただ残念

ながら、作業上どうしてもしようがないんでしょうが、家の前へ行って、朝起

きてドアを開けてみたら、硬い重たい雪がどどどどっとあるわけです。ところ

が、私もそうなんですけれども大体安いスコップだったら歯が立たない。昔の

立派なスコップならいいんですが、プラスチックぐらいだと下手すると歯が立

たない。しかも重たいからなかなかできない。こんなことがよく見られる光景

だと思います。 

 そして、私の持論なんですが、除雪というのは排雪、消雪、融雪ではなくて、

私は移す雪と書いて移雪というふうに昔から行っております。これは、道路に

ある雪を歩道のほうに置いてするのが除雪だというふうにどうしてもなってし

まいます。アメリカのような補償社会でしたら、歩くところがない方が車道を

歩いていてはねられたら、これは国や県や町が訴えられます。そんな意味では

大変危険を誘発するのではないかなというふうに思っています。 

 そこで、能登町には１３路線、６，１７３メートル、６．１７３キロメート

ルの消融雪装置があって、先般からずっと回って見てきたんですが、松波地区

とか鵜川地区とか住宅の密集地は結構いい形であるし、それから柳田のほうな

んかへ行くと、ちょっとした坂道とかそういうところはうまく融雪装置が働い

て機能を発揮しています。 

 ただ、ついこの間なんですが、宇出津地区のある老婦人から、「鍛治谷さん、

おら困ったわね」「なしたんやて」「冬になったら手押し車も押されんし、歩く

こともできんし、買物も行けんし、どこも行けんげんわいね。娘やら息子、う

まいこと言うて、ばば、何とかそのうち行くわいやと言うけど、来てくれるか

と電話したら、ちょっこり雪道運転しにくいし、またもうちょっと後ねと言っ

て、ほんで終われんわいね」、そんなふうに言った人がいます。 

 その人の歩く道路を具体的に一例として挙げましょう。その道は北國銀行の

向かいから斜めの道を入っていって、警察署の前を通る。ここまでは県道なん

です。警察署から向こう、能都漁協の手前の三差路まで、私、測ってみたら６

００メーターでした。警察までも３００メーター前後。警察から通称、私はオ

タビショと言いますが、そこも３００メーター前後。トータルで６００メート

ルです。「ここに何とか融雪できんかな。見たら、ここ町長の家もあれんがいや。

こんなとこ後からか」、そんなふうに町の者は思うかもしれないけれども、実は

あそこら辺は町長の家からもうちょっと向こうのほうに行きます。立ってこう

やって見たら人の住んでいない家が圧倒的に多いんです。そして高齢者の住宅
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が大変多いんです。 

 そんな意味では、特に宇出津は住宅密集地のせいかもしれません。興能信用

金庫から通称タマチという上へ上がっていく道もある。ここなんかも同じ条件

なんですが、除雪をしようにも除雪車がためておくところがないんです。どう

しているかといったら、ためたのを近所の人がスコップで側溝のところへ少し

ずつ入れていた。これを見たことがあります。こういうところが大変多くなっ

ている。 

 実は答えは知っておるんです。川水、原水がないじゃないかと。でも、それ

こそ皆さんの知恵を集約して、いつの日かやってほしい。そんなふうに私は思

います。そうじゃないと、交通弱者の、そして歩くことさえもちゃんと自分で

自分を支えることができない老人は生きていけません。 

 そんなことを考えたときに、融雪道路をもう少し増やしておきたいと思うん

ですが、町長のご見解をお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 消雪装置ということでございますが、現在、町では１２か所、延長で６．２

キロ、おっしゃるとおり。そして、それを維持管理するための点検費用や電気

代等で年間約９００万円の費用をかけて消雪というのを行っておるところでご

ざいます。 

 これにつきましては、主に散水による除雪ということになりますが、設置工

事には多額の費用を要します。それを実施するための、おっしゃるとおり多量

の水の確保というのが必要となります。その水源につきましては、主に地下水、

または河川の水を取得するということになってございます。現在、町にある消

雪装置は全て河川からの取水による消雪となっております。 

 このことから、消雪装置を新設するには、水源が近くにありまして、そして

計画しておる道路の延長や面積を消雪できる十分な水量というのを確保できる

のか調査をする必要があります。また、地下水を酌み上げた場合は、取水可能

箇所の調査、また取水による周辺の地盤沈下、そして井戸枯れという影響を考

える必要もございます。そしてまた、海岸付近の低地といいますか、地下水に

海水が浸透している場合もございまして、消雪に利用できないということもご

ざいます。それから、河川からの取水も流量と、それから海水流入といいます

か川の水と海の水が混じっているという範囲の調査も必要となってございます。 

 町内の除雪困難な箇所などを選定いたしまして、消雪装置設置の可能性や範
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囲、そして問題点や費用対効果の調査を行いまして、それを基に今現在は社会

資本整備総合交付金事業というのを利用いたしまして整備を行っております。 

 ちなみに令和３年度の予算では、鵜川地区で６００万、黒川地区で１，００

０万円を計上しております。鵜川地区は、令和３年度で、今年度で完了予定で、

総事業費１億６５０万８，０００円、延長は１，００１メートルということに

なっております。黒川地区においては、老朽化による更新事業でございまして、

来年度完了予定でございまして、総事業費は３，０００万円、延長２７０メー

トルの計画としております。今後、整備可能な地域があれば検討していきたい

というふうに考えております。 

 お話のあった箇所は、私の家の前の通りでございます。分かっていらっしゃ

ると思うんですけれども、この通りの話は多分平成１１年度か１２年度ぐらい

から話がありまして、そのときに地下水には海水が混じる、そして水源がない

ということで、立ち消えしているというような状況でございます。ですので、

現状では水源の確保という一番大事なものが困難であるということで、設置の

可能性は今のところ低いのかなというふうに思っております。 

 そして、町といたしましても、除雪のオペレーター等の高齢化も進んでいる

ということですので、今後の除雪体制や、その支援方法につきまして多方面か

ら協議を重ねて、時代の変化に、確かに空き家とか多くなっているので、除雪

する人が少ないということもございまして、そういう時代の変化に対応してい

くことに努めてまいりたいというふうに思います。 

 そして、もしどうしても出られんわねというような方がおられましたら、ぜ

ひ役場の福祉のほうにご相談をいただきたいというふうに思いますので、ご理

解を願います。 

 

議長（酒元法子） 

 １４番 鍛治谷議員。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 最後に、町長の温かい言葉をいただきました。どうしても出れないときは役

場のほうに電話してくださいというような言葉がありました。私は、今日は、

１番目の質問は宝である子供たちのこと、２番目の質問は大事なご老人のこと

を質問いたしました。私は、町は子供も大事だけれども、おじじ、おばばが笑

顔で生きていける町じゃないと若い人は帰ってこん、そんなふうに思っていま

す。どうか社会資本整備総合事業でしたっけ、国の交付金事業ですね、こうい

うのをまたできるだけ取ることに熱心になっていただいて、取った暁には、こ

こも少し考えて、まず検討するというふうに、住宅密集地は本当に苦しいんで
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す。その身になって、情熱を持って対応をお願いして、この質問を終わりたい

と思います。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、１４番 鍛治谷議員の一般質問を終わります。 

 それでは次に、１２番 志幸議員。 

 

１２番（志幸松栄） 

 それでは、議長より許可を得ましたので、１２番、一般質問を行いたいと思

います。 

 一般質問に入る前に、一言しゃべらせていただきます。 

 今日は、皆さん、世界の状況、日本の状況、ましてや能登町の状況、全て何

が主体かというと、皆さん、大半の方は質問に必ず入れておられますがコロナ

問題ですね。ましてや能登町ではコロナ問題、並びに熊問題、それから警察よ

りの情報もあります猿問題、いろいろあります。その中で、私も今日は未来に

向けての質問を町長にさせていただきたいなと。 

 今日、１番議員ですか、教育の問題で眞智教育長が言われました。子ども議

会の問題。あれは毎年毎年、私は聞きに来ています。今年は資料がもらえませ

んでした。大体、子供たちの発想というものはすごい発想をしております。こ

れからの時代にふさわしいような発想をしておると私は思います。それから、

私も１番議員の特に小中学校の統合問題を、早くに議員になった当場しょっち

ゅうやりました。教育長３人ぐらいの全ての人にあの質問をしたんですけれど

も、やっと今ここまで来て二十数年、ここまで来ております。だけど、今日は

ちょっとその問題よりも考えさせることが教育長の答えにありました。また後

ほどにしまして。 

 今日は、皆さん、コロナの問題、私もコロナ問題を重要視しておりますけれ

ども、全て能登町は、初めコロナ問題が出て、今年の４月頃ですか、大変大き

く。そのときは、能登町は何か生ぬるい生ぬるいと町民の方々が言われており

ましたけれども、これは執行部の職員の方々の努力か、それとも責任者の努力

のたまものか知りませんけれども、石川県の中で注射のあれは上位クラスにな

っております。だから私は、議員はいろいろ批判するだけじゃなく、褒めると

ころは褒めてあげなきゃ町民の方々と一体になってはいけないなと思って、私

はそう思っています。それは注射の問題は特によかったなと思っております。 

 それでは、前置きが長くなりましたけれども、今日は２点質問いたしたいと

思います。 

 １点目は、能登町の今後の活性化について。 
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 大森町長も持木町長から引き継いで、一生懸命に、今は何をしようかあれに

しようかと頑張っておられる。そのときに、私、いい答えをいただきたいなと。

これは先ほど鍛治谷議員が言いましたけれども、若者の残るまちづくり、それ

から、お年寄りに優しい町ということ、これがなくては駄目なのかなと思って

おります。 

 思い切った発想の転換が必要じゃないかと私は思っております。その問題に

ついて、町の活性化を図る施策を町長にお尋ねしたいなと思っております。 

 今年は偶然にも前６月の７月ぐらいに私、発想した。次はこれを質問しよう

と思っていたら、今回はいろいろとこういう書類も来まして、町のいろんな地

域活性化起業人というようなこういう説明もありましたけれども、こういうも

のも入れながら、また町長の答えを聞きたいなと思います。よろしく、１点目、

お願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 町の活性化ということでございますけれども、町の活性化につきましては、

地域の課題から新しい産業やビジネスをつくっていくことが一つの方法である

というふうに考えております。これらをなし得るには、多様な人材が関わって

いくことが重要だと言われており、そこから何か事を起こすことのきっかけが

必要となります。 

 まずは多様な人材が関わるきっかけといたしまして、町では、そのような外

部人材を誘致することを目的といたしましたワーケーションを通じた関係人口

創出事業に取り組んでいるところでございます。さらに８月からは、町では初

めて、地域課題の解決から地域を起こし、活性化することを目的といたします

総務省の先ほどおっしゃいました地域活性化起業人制度によりまして、ＡＮＡ

グループより人材を受入れしております。今後は、首都圏企業の社員を対象に

ワーケーションの実証実験を行うこととしておりまして、地元の職員とは異な

る視点や知見を持つＡＮＡグループの人材とともに、住民や事業者の皆さんか

ら課題をお聞きしまして対話を重ね、一緒に地域の課題の解決と新しい産業や

ビジネスを生み出すきっかけをつくっていきたいというふうに考えております。 

 次に、何か事を起こすきっかけといたしましては、町内の事業者が都市部の

社会人を副業人材として活用することを支援いたします地域外の副業人材活用

促進事業、また、地域資源を活用して新たな事業を創出する地域資源等活用ビ

ジネス支援事業というのを行っております。これらを活用いたしまして、これ
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までなかった新たな発想が生まれてくるように取り組んでいるところでござい

ます。 

 加えまして、真脇遺跡公園のグランピング整備計画のような企業がご提案す

る取組にも支援をしていくことで町の活性化を図りたいというふうに考えてお

りますので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 １２番 志幸議員。 

 

１２番（志幸松栄） 

 どうもいろいろと議題に挙げられました。 

 今、答弁をもらう前に、私は全協が終わり次第、企画財政じゃなくて、その

隣の田代課長に、ふるさと活性化課長にお願いして、タニグチさんにお会いし

まして、私はタニグチさんに質問をしてきたわけで、そして、そのお答えをも

らってきた。その質問趣旨を私ちょっと、時間がこの人は忙しかったものです

から。 

 どういう質問をしたかというと、どうすればこの能登町は過疎を止められる

のか。人口削減を止められるのか。それともう一つ、あなたはまだ着任して一

月ぐらいですけれども、これは私のほうから、どういう意識改革をすればいい

のか。それとも、私はここにはずっと、７２歳になりました。７０年間いるわ

けじゃないんです。３０年ばかりちょっと旅歩いていた。そのときの文化、い

ろんな祭りとかいろんな問題に旅との違いがあったもんですから、そこの文化。

ましてやいつも、これで２回目です、この言葉発するのは。隣が貧乏するやガ

ンの味がすると、こういう人間的な性格のあまりよくない文化。これは私たち

先祖からずっと守られている言葉で、これはどう思うかということとか。それ

から、この能登町に皆さんどう思いますかと言えば、「若いもんは残らんやろう」

と。「何でやねん」と言えば、「仕事がないさかいやろう」と。「ふーん」と。私

はすぐこういう立場でも「何で仕事場ないげん、ハローワークへ行ってみれば

仕事場はいっぱいある。給料は安いけどね」と。募集人員がすごくおります。 

 それから職場。それから行政の人たちの上下関係の問題。それから地産地消。

この町は水産もよく、農林も、それから林業も一次産業の盛んな地域です。私

は最高のところだと思っておるんですけれども、また来年、１年後にこの質問

をさせていただきますので、お答え願えればなと思って、その人にお諮りした

わけでございます。 

 だけど結構二、三、そのほか書いてない言葉の中で、結構この人と私が考え

ていることは一緒だなと。仕事に一生懸命。人を気にしない。それは私は感じ
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られました。この人と１時間３０分ぐらいはしておったかな。そういうことで、

私は来年期待して、この能登町を磨いてくださるんじゃないかなと思っており

ます。 

 そういうことで、町長の答え、それから真脇公園の問題、それについても私

は最高のアイデアだと思います。グランピング。この人が、お金持ちの方がい

ろんなものをして、私たちは土地を提供するだけ。最高じゃないですかという

ことで、いろんな今後の行政は結構こういうものも活用しながら、その自治体

を繁栄しております。 

 そういうことで、どしどしと新しいものをやっていって、私はいつも一次産

業の町ですよと言うんですけれども、またソフト事業とか、そういう方向展開

もすれば優秀な若者も残ると思いますし、いろいろと職場も多種多様な職場も

増えると思います。やはり職場を増やせ、外部から取り入れろと言って、私は

いつもそう思っていますけれども、今後そういうふうに努力していただくよう

お願いして、１点目の質問を終わります。 

 それでは２点目、大森町長が持木町長から次いで、まだ２回目か３回目です

か、３回目の議会ですけれども、いつも町民参加のまちづくりということで。

それは実際に今現在、この前、秋祭りも町長は参加されて、いろんなことでや

っておられると思う。町の方々とのお話合い。それと同時に、ファイト満々で

やっておられるんじゃないかなと。そうだなと思って。 

 私は正直言って、前回、十数年前、合併のときに、今回は前町長さんも実質

公債費比率、今回発表になりましたけれども、あのときは最低の石川県の１９

番目か１８番目のランクにおりましたけれども、皆さんの努力、町会議員がい

ろいろと執行部を責め立てて責め立てて努力させたと思うんです。それについ

て今６．９、実質公債費比率。すごい町の活性化がなってきたなと思っており

ます。 

 その問題で、これから大森町長は、実際、経済がすばらしい町になった。こ

れからより一層の光を持たせていただきたいと思っておりますので、今後のま

ちづくり、先ほど言う町民主体のまちづくりというものをひとつ語っていただ

ければ光栄です。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 私は当初から、まちづくりで大切なことというのは、我々行政主体ではなく、

町民の皆様の思いが町政に反映される住民主体のまちづくりであるというふう
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に考えております。 

 先日開催されました子ども議会においても、中学生の質問の一つ一つにまち

づくりに対する思い、そして期待というのが伝わりました。 

 現在は、コロナ禍の影響により、大人数での集まりというのは難しい状況で

はございますけれども、少人数でもいいので、まちづくり出前講座などを利用

していただく形でもいいですし、どのような形でもいいですから、お声かけを

いただいて、思いを聞かせていただければなというふうに思っております。 

 そうすることにより、町民の皆様の行政参加意識を高めていければというふ

うに考えておりますので、ご理解をお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

議長（酒元法子） 

 １２番 志幸議員。 

 

１２番（志幸松栄） 

 皆さんが、ほかの議員の方々が住民主体のまちづくりということは、これは

皆さん、ほかの議員の方々、いつも言われます。マッチして何とかいい方向に

行くんじゃないかなと私は期待しております。 

 ましてや今日、私、皆さんの一般質問を聞いておりますと、いろいろと皆さ

ん勉強しておられて質問されて、数字なんかばっちりして、私は黙って目をつ

むって聞いておりますと、私、個人的にも勉強になりますし、また、こういう

教育長の問題じゃないけれども、すごいことを言われたなと思って。新聞と、

また質問とはまた違っていたなと思って。新聞は、小中学校の統廃合を議論と

いうことでありましたけれども、今日のあの問題、子ども議会の問題も提示し

て、すごい答弁をされたかなと。 

 私は今後、これも３回ぐらいこの質問をしました。小中学校。子供のために

統合しなさいといって。今後期待をしまして、町長、財政指数はこれから１０

年後、先ほど小学校の数も言われましたけれども、町が豊かなお年寄り、また、

若い人たちのいい笑顔で町をつくっていただければ、我々は年もあれですし、

だんだんこうやってサポート分野のほうに参っていきたいと。また何かありま

したら手助けしていきますので、今日は本当に、大森町長の言葉を借りて、ま

た期待をして、町内へ帰ったら、またこういうふうで、これから一生懸命に役

場と一緒に頑張っていかんかということを報告したいなと思っております。 

 以上です。議長、終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、１２番 志幸議員の一般質問を終わります。 
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 それでは次に、２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 今回は一番最後ということで、皆さんも大分お疲れかと思います。 

 今日は、出産と景観ということで２点について質問したいと思います。 

 私も結婚生活２７年ということで、後ろにおられる方は結婚生活５０年近く

の方もいるかと思いますが、今日はその新婚生活を少し思い出していただきな

がら質問を聞いていただきたいと思います。 

 先日私のところに来られたお客さんのことを取り上げたいと思います。 

 お孫さん生まれたみたいですね。おめでとうございますと言うと、ありがと

うと言われ、その後すらすらと、この地域における医療体制の不満を言われま

した。息子さんの奥さんは、予定日前に急に産気づき、救急車で輪島病院に運

ばれましたが、１時間２０分という時間を費やし、やっと初出産した。こんな

現状を踏まえ、出産支援や子育て支援、そして安心・安全なまちづくりを進め

ると口では私も町長も言えるが、どうやっていくのか。ここにおられる方みん

なで、いや、町民の皆さんとともに考えなければならない時期に入っており、

待ったなしだと思います。 

 私の６月の定例会議の一般質問の答弁で、町長は、課題解決に向け真摯に取

り組むと言われましたね。これからもその言葉を信じ、今日は出産対策を問う

の中で２つの質問をしたいと思います。 

 まずは、能登町の出産の現状は。能登町の直近３か年の出産の現状、里帰り

出産も含めて教えていただきたい。そして、赤ちゃんはどこで生まれているの

かなど詳しく教えていただきたいと思います。 

 

議長（酒元法子） 

 西谷健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（西谷幸一） 

 それでは、私のほうから出産の現状についてお答えをさせていただきます。 

 能登町では、公立宇出津総合病院に産婦人科がございませんので、子供を出

産する場合は町外の産婦人科がある病院で出産されております。過去２年ほど

の状況をご説明いたしますと、令和元年については５３名の方が出産されてお

り、内訳は珠洲市で１８名、輪島市で７名、七尾市で１８名、その他県内で６

名、県外で４名という状況でありました。 

 令和２年度では７７名の方が出産され、珠洲市で８名、輪島市で２３名、七

尾市で３２名、その他県内で１３名、県外で１名という状況であります。 
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 また、本年度につきましては、８月までに２３名の方が出産され、珠洲市で

１名、輪島市で７名、七尾市で９名、その他県内で６名という状況であります。 

 今後出産を予定されている方が２４名おいでまして、妊娠届出時での情報で

は、珠洲市で４名、輪島市で４名、七尾市１４名、その他県内で２名の方が妊

娠の診断を受けておられますが、里帰りで出産をされる方もおられるなど、今

後どの病院で出産されるかは、現状としてはっきりとは把握できかねるもので

ありますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 ２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 そうですか。令和元年は５３人、令和２年は７７人、令和３年は４７人の予

定であり、直近の３か年とも私の柳田中学校の同級生より少ないという現状で

あり、能登町には産科がないため初産の方は輪島市や七尾市など町外で出産す

る状況が続いているということです。奥能登２市２町でも令和元年は合わせて

も２５３人という少なさであります。 

 町長も私も娘がいます。この能登に残ってもらいたいのは私も町長も同じか

と思いますが、例えばですが、もしほかの地で嫁いで里帰り出産をしようと思

っても安心して生めないと思います。決して人ごとではありません。 

 しかしながら、能登町や奥能登の取り巻く課題は山積されているというが、

私一人が粋がって頑張っても解決できるものは一つもないことに最近痛感して

おります。諸先輩方が一生懸命この問題に取り組まれていると思いますが、本

当に大変難しい問題であると認識いたしておるつもりでありますが、今日は私

の身の回りにいる若者が、あと数年後に結婚を機にこの能登から出ていかない

ようにするためにも、今後の出産環境をどう整えるのかお聞きします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、出産環境ということでございますけれども、公立宇出津総合病院

では、平成１４年の９月が最後の分娩となっておりまして、その後、１０月を

もって常勤の産科医が退職をいたしております。その後、宇出津病院での分娩

は１４年の１０月以降廃止となっております。１１月からは隔週の火曜日に非

常勤の婦人科医で対応し、現在に至っておるという状況でございます。 
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 また、珠洲市総合病院、穴水総合病院でも非常勤医師での対応となっており

まして、奥能登２市２町では市立輪島病院以外は常勤の産科医がいないという

ことでございます。 

 そして全国では、この２０年間で医師の総数は約３２％増加しておるという

ことでございますけれども、産婦人科医は逆に１５％減少しております。また、

産科、婦人科の医師の中で出産を扱わない婦人科の医師の割合が増加をしてお

るということでございます。さらに、全国の産婦人科医の約半数が５０歳以上

であるということを考えますと、産婦人科医の減少は今後さらに深刻な問題と

なることは明らかではないかというふうに思っております。 

 このようなことから、産科医の確保については、奥能登の１自治体単独では

なし得ることはできない状況であるということをぜひご理解いただきたいと思

います。 

 町といたしましては、現在行っております産前産後のサービス、不妊治療の

費用の助成から始まり、産前産後の健診にかかる費用の負担、また妊産婦の支

援を行う子育て応援ヘルパー、そして５つの病院と契約しておりますが産後ケ

ア事業、そういったことを妊産婦に対するサービスの充実に努めてまいります

ので、ご理解願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 出産に至るまでの妊産婦へのたくさんの施策もあることも分かりましたが、

出産予定日まで順調に来ればいいのですが、予定日の前に産気づくのが不安な

のであります。時間との闘いになったりすることもあるかと思います。その部

分が安心できる、解消できる制度を知恵を絞っていただきたいと思います。 

 医師不足ということも原因にある中で、先日の決算特別委員会では、今は応

募者がいないため医師修学資金貸付事業も休止していると聞くが、医師の卵を

育てるこの制度を今後も続ける気があるのか、町長にお聞きします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 医師修学資金でございますけれども、これまで４名の貸与を受けた医学生の

うち３名は既に医師としてご活躍をされております。 
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 この事業は、宇出津総合病院の医師不足を解消するために始めた事業でござ

いますけれども、現在は石川県と金沢大学で行っております緊急医師確保修学

資金特別枠というところの出身の医師が毎年２名派遣される。その他、自治医

科大学出身の医師が毎年１名派遣されているという状況でございます。そのた

め当病院の医師の数は現在充足しているということでございます。 

 そういうことから、現在、新規の応募の予定はございませんけれども、今後

何が起こるか分かりませんので、制度自体は残していくこととしておりますの

で、ご理解をお願いいたします。 

 

議長（酒元法子） 

 ２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 そうですよね。大変いい制度です。できるだけ能登町出身者の医師を目指し

ている方には手厚く育てていただきたいと思います。将来、必ずしや能登町の

財産になり、人脈をつくってくれるものと期待できますし、そこからどんな形

になって能登町に恩返しをされるかは予想できるものではないと思います。町

長には、健康福祉課の在籍も長く、豊富な知識をお持ちであると思いますが、

この医師、産科のことを頭の片隅に常に置いていただいて、今後も取り組んで

いただきたいと思います。 

 次の質問に入らせていただきます。 

 次は景観の問題で、九十九湾周辺の里山環境を問うであります。 

 これも先日、金沢から同業者が来られ、「堂前、イカの駅つくモールはどこに

あるげんや」と聞かれ、つくモールへの道のりを教えました。そうすると、た

くさんのお土産を買った同業者がまた帰り道寄ってくれました。そのときにそ

の方の奥さんが、「堂前さん、たくさんの人やったわ。今うわさのイカキングの

周りにもたくさんのお子さんがおったよ」と言われました。今も大和堆での外

国船違法操業が行われ、小木のイカ釣り船団も思うように操業、水揚げができ

ない現状であり、能登町の税収にも響く中、少し明るい言葉であり、うれしい

気持ちになりました。 

 しかし、その後、「でも遊覧船に乗って里山里海を堪能したけど、景観が悪か

ったわ。アカマツがすごくたくさん枯れとって目立つわ」と言われました。そ

の後、私も７月１１日の上町公民館の行事で自然散策会に参加させていただき、

上町地区の町民の方々とともに遊覧船に乗り、魚の餌つけショーなど九十九湾

周辺を数十年ぶりに堪能しました。今回は、遊覧船に乗って感じたことを質問

させていただきます。 
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 九十九湾周辺の里山の立ち枯れアカマツについて、今後の取組を示せであり

ます。 

 今後、遊歩道の横や上、そしてキャンプ場周辺もアカマツの立ち枯れが目立

つし、危険であるため、伐倒しなければいけないと考えるが、今後どのように

取り組むのかお聞きします。 

 

議長（酒元法子） 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 それでは、イカの駅つくモールについて解説させていただきます。 

 昨年６月に開業いたしまして、入り込み客数は本年の８月までの１年と２か

月の間で１２万人を超えておりまして、たくさんの方々にご来場いただいてお

るところでございます。 

 議員のご指摘のとおり、九十九湾周辺の松くい虫による被害につきましては、

つくモール付近の山林、そして九十九湾の園地野営場及び探勝遊歩道周辺など

に被害が見られ、立ち枯れや景観を損ねていることを確認はしてございます。

そのことにつきましては、今後、石川県や関係機関と連携し、松くい虫防除事

業を活用して対策を行っていきたいというふうに思っておりますので、ご理解

願います。 

 

議長（酒元法子） 

 ２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 町長、まずは伐倒することが一番大事であると思います。でも、そこで伐倒

するだけでは被害はまだまだ拡大します。なぜかというと、４月から１０月ま

でマツノマダラカミキリが毎日発生して、その虫に寄生しているのが通称松く

い虫と言われるマツノザイセンチュウだからです。ということは、マツノマダ

ラカミキリを退治しなければ、アカマツに近寄らないようにしなければなりま

せん。 

 そこで、殺虫剤をヘリコプターで空中散布は行えないか。そして、地上から

殺虫剤の散布はできないのか。その次の手段も考えなければなりません。どの

ようなお考えかお聞きします。 

 

議長（酒元法子） 
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 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 議員のおっしゃるとおり、薬剤散布による松くい虫の防除事業が中心になる

と思いますけれども、まずヘリコプターを使用した空中からの薬剤散布につき

ましては、あの地域の周辺では人家、それから宿泊施設、そして道路、公園と

いうことで、不特定多数の方が頻繁に行き来をする場所でございます。そのよ

うな場所につきましては、散布をした際に薬剤が飛散して人とか農海産物に被

害を及ぼすおそれがあるということで、なかなかヘリコプターの散布は困難で

ある。 

 そして、地上からの薬剤散布につきましては、柳田植物公園で実施しており

ますけれども、機材を置くスペースとかタンクを置くスペースとか、人がやる

ので、その辺で、あの辺の地形というのは物すごい崖なものですからなかなか

それも難しいということでございます。 

 最近では、ドローンによる薬剤散布も他の市町で実施されていると聞いてお

りまして、飛散が少ない策、ラジコンのヘリコプターでもできるかなと思いま

すけれども、ピンポイントにできるようなそういう方策を検討していきたいと

いうふうに思います。 

 そして、伐倒可能な場所であれば、できる限り速やかに実施していきたいと

いうふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

議長（酒元法子） 

 ２番 堂前議員。 

 

２番（堂前利昭） 

 人家や宿泊施設があるということで、ヘリコプターの空中散布は難しいとい

うことでした。あと、ピンポイントで散布をするということで、できればやっ

ていただきたいなというふうに思います。そして、できる限り景観を重視して

いただいて、伐倒していただきたいというふうに思います。 

 国定公園である九十九湾周辺から恋路海岸や珠洲の見附島にも進む観光ルー

トの松の被害は大変ひどいです。立山街道を走っていても見られるし、曽々木

海岸から千枚田方面にも見られます。町長には、市町を超えた積極的な取組を

近隣の首長さんたちにも訴えてほしいものです。 

 私たちの先人が残してくれたこのすばらしい里山里海を、この能登に生まれ

てくる数少ない子供たちに残していかなければなりません。そして、コロナ収

束後の観光客が来町することを想定して、県や国に、そして関係機関とも連携
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して、積極的ないろいろな事業を取り込んで景観保全に努めていただきたいと

思います。 

 私も、ただ言うだけでなく、あらゆる人脈を通じて町の負担の少ない事業が

ないか探りたいと思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で、２番 堂前議員の一般質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

 お諮りします。 
 一般質問が本日で全て終了いたしましたので、明日、９月１６日を休会とし

たいと思います。 
 これを日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題にしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 
 よって、休会決議を日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題とする

ことに決定いたしました。 
 

休会決議について 

 

議長（酒元法子） 

 追加日程第１「休会決議」を議題といたします。 
 お諮りします。 
 明日、９月１６日を休会とすることにご異議ございませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 
 したがって、明日、９月１６日は休会とすることに決定いたしました。 
 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 
 次回は、９月１７日午前１０時から会議を開きます。 

86



 
散  会 

 
議長（酒元法子） 

 本日はこれにて散会いたします。 
 お疲れさまでした。 
 
散 会（午後３時５２分） 
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開 会（午前１０時００分） 

 

開   議 

 

議長（酒元法子） 

 ただいまの出席議員数は１４人で定足数に達していますので、これから本日

の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 あらかじめ、本日の会議時間を延長しておきます。 

 

議案第５７号～議案第６８号 

 

議長（酒元法子） 

 日程第１、議案第５７号「令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）」か

ら、日程第１２、議案第６８号「能登町過疎地域持続的発展計画の策定につい

て」までの１２件を一括議題といたします。 

 常任委員会に付託審査をお願いしました案件のうち、ただいま議題となって

おります案件について、各常任委員長の報告を求めます。 

 

委員長報告 

 

議長（酒元法子） 

 総務産業建設常任委員会 小路政敏委員長。 

 

総務産業建設常任委員長（小路政敏） 

 皆さん、改めておはようございます。 

 それでは、総務産業建設常任委員会に付託されました案件の審査結果につい

てご報告いたします。 

 議案第５７号 令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）歳入及び所管

歳出 

 議案第６０号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

 議案第６１号 能登町移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の一部を

改正する条例について 

 議案第６２号 能登町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適

用に伴う固定資産税の課税の特例に関する条例の制定について 
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 議案第６３号 能登町税条例の一部を改正する条例について 

 議案第６７号 請負契約の締結について 

 議案第６８号 能登町過疎地域持続的発展計画の策定について 

 以上７件は、原案のとおり全会一致をもって可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上をもって報告を終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 次に、教育厚生常任委員会 市濱等委員長。 

 

教育厚生常任委員長（市濱等） 

 それでは、教育厚生常任委員会に付託されました案件の審査結果についてご

報告いたします。 

 議案第５７号 令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）所管歳出 

 議案第５８号 令和３年度能登町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第５９号 令和３年度能登町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 議案第６４号 能登町廃棄物処理施設条例の一部を改正する条例について 

 議案第６５号 能登町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第６６号 能登町立小・中学校教育環境づくり検討委員会設置条例の制

定について 

 以上６件は、原案のとおり全会一致をもって可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上をもって報告を終わります。 

 

議長（酒元法子） 

 以上をもって、各常任委員会委員長の報告を終わります。 

 

質   疑 

 

議長（酒元法子） 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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議長（酒元法子） 

 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終わります。 

 

討   論 

 

議長（酒元法子） 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 

採   決 

 

議長（酒元法子） 

 これから、採決を行います。 

 採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 議案第５７号「令和３年度能登町一般会計補正予算（第３号）」 

 議案第５８号「令和３年度能登町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」 

 議案第５９号「令和３年度能登町介護保険特別会計補正予算（第１号）」 

 以上３件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第５７号から議案第５９号までの以上の３件は、委員長報

告のとおり可決されました。 

 次に、 

 議案第６０号「職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につ
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いて」 

 議案第６１号「能登町移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の一部を

改正する条例について」 

 議案第６２号「能登町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適

用に伴う固定資産税の課税の特例に関する条例の制定について」 

 議案第６３号「能登町税条例の一部を改正する条例について」 

 議案第６４号「能登町廃棄物処理施設条例の一部を改正する条例について」 

 議案第６５号「能登町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」 

 議案第６６号「能登町立小・中学校教育環境づくり検討委員会設置条例の制

定について」 

 以上７件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第６０号から議案第６６号までの以上７件は、委員長報告

のとおり可決されました。 

 次に、 

 議案第６７号「請負契約の締結について」 

の１件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第６７号の１件は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、 

 議案第６８号「能登町過疎地域持続的発展計画の策定について」 

の１件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 
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議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第６８号の１件は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

認定第１号～認定第７号 

 

議長（酒元法子） 

 次に、日程第１３、認定第１号「令和２年度能登町一般会計歳入歳出決算の

認定について」から、日程第１９、認定第７号「令和２年度能登町病院事業会

計決算の認定について」までの７件を一括議題とします。  

 本９月定例会議において、決算特別委員会に付託されました認定第１号から

認定第７号までについて、同特別委員会委員長から委員会審査報告書が提出さ

れております。 

 これから本件に対する審査の経過及び結果について委員長の報告を求めます。 

 

委員長報告 

 

議長（酒元法子） 

 決算特別委員会 金七祐太郎委員長。 

 

決算特別委員会委員長（金七祐太郎） 

 それでは、決算特別委員会における審査の経過及び結果についてご報告いた

します。 

 本特別委員会に付託された案件は、令和２年度における７会計の決算認定で

あり、これらの各会計決算の審査については、去る９月８日から１０日までの

実質３日間の日程で委員会を開催し、地方自治法２３３条により提出が義務づ

けられている、決算書・主要施策の成果説明書及び監査委員からの審査報告書

等を検閲し、関係課等から説明を聴取した上で、予算執行が適正にかつ効率的

に行われたかについて慎重に審査いたしました。 

 その結果、認定第１号「令和２年度能登町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて」から、認定第７号「令和２年度能登町病院事業会計決算の認定について」

までの７件について、全会一致をもって認定すべきものと決定いたしました。 

 なお、審査の過程において、本委員会からの主な意見、提案等については次

のとおりであります。 

 一、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が十分に執行でき
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ず、その反面、あらゆる面でコロナ対策に苦慮されたことと推察する。また、

特に病院・消防署・教育・保育現場においては、感染予防を徹底しながらの苛

酷な業務を強いられていることに対し、感謝の意を表したい。今後も町民の安

全・安心な生活を守るため、引き続き万全の体制で臨んでいただきたい。 

 一、未来を担う若者が能登町に安心して暮らしていけるよう、成果を上げて

いる婚活事業・定住促進事業・能登高等学校魅力化事業などをさらに充実させ、

また財政面では、引き続き繰上償還を行いつつ、人口減少や町の適正規模に応

じた公共施設の在り方についても、縮減や更新などを十分に精査し、次世代に

負の遺産を引き継がない政策を積極的に推進されたい。 

 一、職員の接遇について、本庁舎その他総合支所や病院などの出先機関を含

め、不快な思いをしたとの声をいまだに耳にする。過去にも再三にわたり指摘

しているが、それがたとえ、一部の職員、会計年度任用職員、看護師等であっ

たとしても、来庁者・来院者から見れば同じ役場職員であり、さらには能登町

全体のイメージにもつながる。毎年、接遇研修を実施しているとのことだが、

苦情がいまだにある現状を鑑み、いま一歩踏み込んだ対策を講じられたい。 

 一、近年の異常気象に加え、昨日もありましたが、最近では能登地方で地震

も頻発している。川の氾濫を未然に防ぐためのしゅんせつ工事や、自主防災組

織の促進、消防団員や防災士の育成など、町民が安心して暮らしていけるよう

防災・災害に強いまちづくりを図られたい。 

 一、町税のほか、各種料金・負担金・分担金・使用料等の収納未済に対する

取組について、少しずつではあるが成果が見受けられる。今後も引き続き滞納

者の実態に応じた適切な措置を講じ、善良な納付者が不公平感を持つことがな

いよう、一層の収納努力を望む。 

 一、水道・下水道事業について、安全な水道水の供給は、町民が日常生活を

送る上で欠かすことのできない重要なライフラインである。浄水場施設や老朽

管の更新事業を計画的に実施し、水道の有収率、下水道の接続率の向上を図ら

れたい。 

 一、病院事業について、若者が能登町に住み続けることができるよう、引き

続き就学資金貸付事業を継続するとともに、接遇研修などを定期的に実施する

など、患者に寄り添った親切で丁寧な対応を心がけ、町民が安心して気持ちよ

く来院できる環境の構築に努められたい。 

 終わりに、長期化する新型コロナウイルス感染症の蔓延により、社会は疲弊

し経済も冷え込み、これからの町政のかじ取りは困難を極めると思います。そ

ういった中において、少子化対策や高齢者福祉の充実はもとより、現在の社会

保障を支えているとされる、いわゆる働き盛りの現役世代にもっとスポットを

当て、納税意欲の湧くような事業を積極的に展開することを期待いたします。
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例えば、コロナ対策事業として発行したプレミアム飲食券・商品券は、県内で

も類を見ないプレミアム率であり、町民や事業者からも大変好評であったと聞

いています。 

 新町政がスタートした今、時には思い切った政策を掲げ、魅力あるまちづく

りを展開し、活気ある能登町になることを切望し、特別委員会からの総括とい

たします。 

 

議長（酒元法子） 

 以上をもって、決算特別委員会委員長の報告を終わります。 

 

質   疑 

 

議長（酒元法子） 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終わります。 

 

討   論 

 

議長（酒元法子） 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（酒元法子） 

 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 

採   決 
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議長（酒元法子） 

 これから、採決を行います。  

 お諮りします。  

 認定第１号「令和２年度能登町一般会計歳入歳出決算の認定について」 

 認定第２号「令和２年度能登町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」 

 認定第３号「令和２年度能登町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について」 

 認定第４号「令和２年度能登町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」 

 認定第５号「令和２年度能登町水道事業会計決算の認定について」 

 認定第６号「令和２年度能登町下水道事業会計決算の認定について」 

 認定第７号「令和２年度能登町病院事業会計決算の認定について」 

 以上７件に対する委員長報告は、認定であります。 

 委員長報告のとおり認定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 よって、認定第１号から認定第７号までの以上７件は、原案のとおり認定さ

れました。 

 

日程の順序変更 

 

議長（酒元法子） 

 次に、本日、小路政敏議員外１名、発議第１号「コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」、市濱等議員外１名から、発議

第２号「出産育児一時金の増額を求める意見書」、議会運営委員会、國盛孝昭委

員長から、発委第２号「能登町議会委員会条例の一部を改正する条例について」

の３件が追加提出されました。 

 これを日程に追加し、それぞれ追加日程第１、追加日程第２、追加日程第３

として、日程の順序を変更して、直ちに議題にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程の順序を変更して、直ちに議題とすることに決定しました。 

 

追加議案上程 

 

議長（酒元法子） 

 追加日程第１、発議第１号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書」及び追加日程第２、発議第２号「出産育児一時金

の増額を求める意見書」、追加日程第３、発委第２号「能登町議会委員会条例の

一部を改正する条例について」までの３件を一括議題といたします。 

 

提案理由の説明 

 

議長（酒元法子） 

 提案理由の説明を求めます。 

 ８番 小路政敏議員。 

 

８番（小路政敏） 

 それでは、ただいま上程されました発議第１号「コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」についての提案理由を申し上

げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面

に甚大な経済的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている

中で、地方財政は来年度においても巨額な財源不足が避けられない厳しい状況

に直面しています。 

 このような状況において、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供

していくためには、地方交付税等の一般財源総額の確保・充実を強く国に求め

ていくことが不可欠であります。 

 このため、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するものでありま

す。 

 以上、議員各位におかれましては、ご審議の上、何とぞ議決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

議長（酒元法子） 
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 次に、７番 市濱等議員。 

 

７番（市濱等） 

 それでは、ただいま上程されました発議第２号「出産育児一時金の増額を求

める意見書」について、提案理由を申し上げます。 

 出産にかかる費用は年々増加し、現在の４２万円の出産育児一時金の支給額

では賄えない状況になっています。 

 国は、医療機関から費用の詳しいデータを収集し、実態を把握した上で増額

に向けて検討することとしていますが、少子化克服に向け、安心して子供を産

み育てられる環境を整えるためには、出産時の経済的な支援策を強化すること

は欠かせません。 

 よって、政府に対し、現在の負担に見合う形に出産育児一時金を引き上げる

ことを強く求めます。 

 このため、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するものでありま

す。 

 以上、議員各位におかれましては、ご審議の上、何とぞ議決賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。 

 

議長（酒元法子） 

 続いて、 議会運営委員会 國盛孝昭委員長。 

 

議会運営委員長（國盛孝昭） 

 それでは、発委第２号「能登町議会委員会条例の一部を改正する条例につい

て」の提案理由を申し上げます。 

 感染蔓延防止及び災害の発生等や育児、介護などの理由により、委員会への

参集が困難と判断される場合、議会運営が滞ることのないようオンラインを活

用し、柔軟に対応するため、条例の一部を改正するものであります。 

 以上、本趣旨をご理解いただき、賛同いただきますようよろしくお願いいた

します。 

 

議長（酒元法子） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 

質   疑 

 

議長（酒元法子） 
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 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議長（酒元法子） 

 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終わります。 

 

討   論 

 

議長（酒元法子） 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議長（酒元法子） 

 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 

採   決 

 

議長（酒元法子） 

 これから、採決を行います。 

 お諮りします。 

 発議第１号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求

める意見書」 

 発議第２号「出産育児一時金の増額を求める意見書」 

の２件を採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 
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 起立全員であります。 

 よって、発議第１号及び発議第２号は、原案のとおり可決されました。 

 ただいま可決されました発議第１号及び発議第２号に係る意見書の提出先、

処理方法につきましては、議長に一任願います。 

 次に、 

 発委第２号「能登町議会委員会条例の一部を改正する条例について」 

の１件を採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（酒元法子） 

 起立全員であります。 

 よって、発委第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

休会決議について 

 

議長（酒元法子） 

 日程第２０「休会決議」を議題とします。 
 お諮りします。 
 明日から、能登町議会の会期等に関する条例第２条の規定に基づき開く、次

の定例日の前日までを、休会としたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
議長（酒元法子） 

 異議なしと認めます。 
 したがって、明日から、能登町議会の会期等に関する条例第２条の規定に基

づき開く、次の定例日の前日までを、休会とすることに決定いたしました。 
 以上で、令和３年第６回能登町議会９月定例会議に付議されました議件は全

部終了しました。 
 

閉会の挨拶 
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議長（酒元法子） 

 ここで、町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

 大森町長。 

 

町長（大森凡世） 

 令和３年第６回能登町議会９月定例会議の閉会に当たりまして、一言ご挨拶

を申し上げます。 

 ６日より開会されましたこのたびの定例会議におきましては、令和３年度一

般会計補正予算をはじめ、多数の案件につきまして慎重なるご審議を賜り、い

ずれも原案のとおり可決、そして認定をいただきましたことに厚く御礼を申し

上げます。 

 なお、会期中に議員の皆様から賜りましたご意見、ご提案につきましては、

いずれも厳正に受け止め、町勢発展のため努めてまいりますので、一層のご協

力をお願いいたします。 

 さて、来月３日の日曜日に、松波地区において、洪水や土砂災害を想定した

第１０回総合防災訓練を実施いたします。コロナウイルス感染症のため、関係

機関の訓練や体験コーナーなどは見合わせることといたしまして、内浦総合支

所での避難所開設、そして内浦総合運動公園での土のう積み訓練などを実施す

る予定としております。 

 昨今の異常気象により様々な災害が毎年のように発生しておりまして、初動

対応や適切な避難指示、そして避難所の運営がこれまでにも増して重要になっ

てきております。コロナ禍を踏まえた避難所運営など、多様化した災害を想定

した防災訓練の実施は大変意義あるものと考えております。 

 また、防災訓練は、町民が防災への意識を持ち、日頃から災害への備えを行

っていただくことも目的としております。当日には松波地区に告知放送で避難

指示等を行いますので、避難経路など、ご自身、そしてご家族の避難行動につ

いて再確認をしていただければと思っております。 

 そして、国内で新型コロナウイルスの感染者が確認をされてから約１年と８

か月がたちました。現在では感染力が強いとされているデルタ株が猛威を振る

っておりまして、今もなお予断を許さない状況が続いております。 

 町といたしましては、今後も感染症防止対策、そしてコロナ禍で疲弊をして

おります地域経済の活性化対策に取り組んでまいりますので、議員の皆様、そ

して町民の皆様のご理解とご協力をお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶と

させていただきます。 

 本日は、ありがとうございました。そして、お疲れさまでした。 
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散   会 

 

議長（酒元法子） 

 以上で本日は散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

                      散 会（午前１０時４０分） 
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上記、会議の経過を記載し相違ないことを証するため、個々に署名する。 

令和３年９月１７日 

能登町議会議長  酒 元 法 子 

会議録署名議員  志 幸 松 栄 

会議録署名議員  宮 田 勝 三 
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